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の議論を見える化！！

市議会
関*ギカイちゃん

　新年度予算は「新年度予算特別委員会」で話し
合われるんだよ。特別委員会の委員は議長を除く
全議員（21人）。予算は部局ごとだけでなく、横断的
に考える必要もあるから、全体を見て全員で話し
合うんだよ。

　膨大な予算だからとっても時間がかかるんだ。
今回は10時から17時まで５日間かかったよ。まず
各部局の説明を受け、議員が質問する。その後で

「委員間討議」といって、委員が提案した論点で 
議論するんだ。最後に討論を行って委員会として
の議決を行うんだよ。

　「討論」は本会議や委員会の採決の前に必ず行う
のが議会のルールになっていて、賛成や反対の理由
を説明して意見表明するんだよ。
　「討議」は必須ではないけれど、委員会などでテー
マを決めて議論をするもので、各委員がお互いの主
張をよく理解して討論・採決に臨むための有意義な
機会になっているんだ。今回の新年度予算特別委員
会では、14項目の討議が行われたんだけど、ここでは
そのうち４項目の論点についてどんな意見が出たの
か紹介するよ。

1 2 3
4 5 6

1 2 3
4 5 6

令和６年度予算=９会計、709億7,7 20万円の
予算が審査され可決されました

へーそうなんだ。
全員で議論するのって
大変だね。
どんな流れなの?

「討論」と「討議」は
ちがうの? 

関*ギカイちゃん

ねぇ、ギカイちゃん!
議会で新年度予算を
どうやって話し合うの?

　９つの中学校のうち６校の体育館に空調

設備を整備するための設計費。学校再編の

対象となる富野・津保川・板取川の３校の

体育館の設計は、今回は含まれていません。

体育館に空調をつけることは、快適な

教育環境の確保・避難所の環境改善の

両面において大変有効な施策である。

学校再編との関係でまず６校の整備に

なるのもやむを得ない。

９校のうち６校分の整備だけでは公平

性に欠ける。体育館は地域の指定避難

所であるため、３つの中学校区において

も空調整備計画を早急に検討する必要

がある。

論  点 体育館
空調設備設計費 

意　見

2
　令和７年度から留守家庭児童教室の運

営を民間委託するために、令和６年度に募

集や契約を行います。（債務負担行為＊）

民間委託の手法は、課題となっている

指導員の確保や運営の平準化のため

の対応策であり、大いに期待したい。

全教室（１８か所）の一括委託にはリス

クがある。直営での運営改善、部分委

託、段階的移行など様々な手法の検討

が必要。また、委託により事業費が増え

ることにも懸念がある。 

論  点 留守家庭児童教室
運営委託

＊債務負担行為とは：一つの事業が１年で終わらない場合に
複数年の支出を約束すること。

意　見

1

　人材不足の企業を支援するため、市内の

中小企業に就職した人を対象に奨学金の

返還支援を行います。

奨学金返還支援は若者支援、教育支

援、移住定住促進などに役立ち、この

事業の意義は大きい。

論  点 地域就職者奨学金
返還支援

政 策 的 位 置 付 け が「 事 業 者 応 援 」

となっており、教育委員会等との連携

が図られていない。 

予算規模が小さく、対象者や奨学金の

種類についての条件が公平性に欠け、

合理性が感じられない。 

意　見

3
　「暮らしにエール商品券」「せきっこ未来応援

券」など様 な々事業で地域商品券（せきpay、

せきチケ）が給付されます。

市外で消費されるのではなく、市内で

商品券が使われることは地域内の経済

循環になりよいことだ。

論  点
地域商品券事業

商品券はコロナ禍の緊急時では役に

立ったが、平常時も続けるのはよくない

のでは。

商品券による地域経済の押上効果が証

明できないので、住民負担軽減や行政

サービス提供等に切り替えた方がよい。

意　見

4
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!議員の は

令和6年度

コレコレ
新市長初めての
予算全般について、
継続・新規事業
ともに市民の声を
反映した点を含め、
新年度に期待が
高まります。

新市長初めての
予算全般について、
継続・新規事業
ともに市民の声を
反映した点を含め、
新年度に期待が
高まります。

暮らしに
エール商品券

過去のプレミアム付き
商品券を、家計の事情
で購入できなかった世
帯にも、プッシュ型で
全市民に行き渡ります。

今年度は行事参加の
みですが、今後は介護
予防教室の支援など、
必要だが無償だった活
動にも拡充されること
を期待します。

人口減少対策を最重要
課題とする中で、関係
人口を増やし市内での
消費を増加させる仕組
みに注目します。

中山間地域の零細稲作
農家が撤退した水田の
管理を担う認定農家へ
の補助は、地域の稲作
と環境保全に必須です。

実質過去最大の予算規
模でありながら、市債
（借入金）は減少。臨時
財政対策債は１億円で
ある。（前年2.5億円）

設定金額・目的・根拠
に対する疑問及び他事
業（水道など）との連携
不備があるのでは。

9億
3,477万円

20億

3,660万円

物価高騰対策としてせきpay・せきチケ
を１人１万円給付します。

市や地域の活動への参加促進のため、
せきpayによるポイント付与を行います。

３歳未満児の第２子以降の保育料を
無償化し、第１子の保育料も軽減します。

各イベントの増員目的
で参加者にポイント
付与は本来の目的か
ら逸脱することを危
惧。新事業への拡充を
注視していきたい。

市民活動団体等の公益
活動が、ふるさと納税で
資金を集めることがで
きるようになります。

能登半島地震を教訓
に防災強化。女性視点
の災害用品の備蓄も増
えて安心♪

200
    万円

122
万円

1,759
    万円

9,214
    万円

関市なら第２子以降の
保育料が無料！ 子育て
世代が経済的に安心し
て出産・育児ができる環
境がまた一つ増えました！

省エネ家電購入応援 ふるさと応援交付金
800

    万円

ゼロカーボン宣言のも
と脱炭素社会を形成
するための取組として、
省エネ家電購入を応援
します。

980
    万円

1,314
    万円

せきてらす周辺の飲食
機能充実が課題。当初
の飲食整備計画が二転
三転。外構工事のみの
新年度予算に注目。

1,000
    万円

せきてらす＆
濃州関所茶屋外構工事

せきファンクラブ
情報発信強化

認定農業者強化支援

第２子以降
保育料無償化

自治体ポイント

避難所生活用品・
Wi-Fi環境整備

市債発行額

子育て負担を軽減し、
家庭の経済的負担を支
援するとても良い政策だ
　　　と思います。

（令和５年度　議長）

三輪 正善

新年 度予算

渡辺 英人

池村 真一郎

川合 治義

武藤 記子

岩出 和也 田中　巧

村井 芙美加

土屋 雅義

石原 教雅

北村 隆幸

長瀬 敦久

長尾 一郎足立 将裕

4
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戸籍法及び地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴う改正
　・戸籍謄本等の広域交付に係る発行の手数料を追加する。
　・行政手続において戸籍等電子証明書を提供する場合に必要となる次の識別符号の発行に係る手数料を定める。
　　　戸籍電子証明書提供用識別符号　 1 件 400 円　　　除籍電子証明書提供用識別符号　 1 件 700 円
　・電子化された戸籍に係る届書等情報の内容の証明書の交付及びその内容を表示したものの閲覧に係る
　　手数料を定める。
　　　届書等情報の内容の証明書の交付又は閲覧　 1 通又は 1 件につき 350 円

料金値上げをしても老
朽管更新は0.7%の見込
み。値上げに頼らず一般
財源投入で対策を進め
ることが必要です。

高齢化が進む中、免許
返納などにせまられ移動
に困る。今後はデマンド
バスへの期待は大きい。

4億

9,360万円500
    万円 上水道

老朽管更新工事
デマンドバス

試験運行

避難所の環境改善及び
児童生徒の学習活動に
欠かせない体育館空調
設備設置事業がまずは
中学校からスタート。

ここタン（こころ満タン）
のアプリ運用で、児童
生徒の心の状態を可視
化し、早期ケアに効果
を上げます。

1,500
万円

95
    万円 体育館空調設備整備教育相談ツール

「ここタン」

緊急時に誰もがAEDを
利用できるように、屋外
にAED収納箱を全小
中学校、関商工高校に
設置します。

出張ふれあい教室の実
施、フリー教室の増設、
心の相談員全校配置
などによる不登校児童
生徒の減少に期待！

143
    万円

6,762
    万円

AEDを屋外設置不登校対策

子育て世帯を応援し、政
府も言っている異次元の
少子化対策につながる
事業の一つであると考
えます。

現在の教室運営に課題
があるようですが、委託
金額も高額なので早い
段階で説明があったほ
うが良かったのでは。

377
    万円

7億
872万円 留守家庭児童教室

多子世帯使用料軽減
留守家庭児童教室

運営業務委託
（債務負担行為）

今年度は中学校６校分の設計を行います。
　令和６年第１回定例会を２月19日から３月22日までの33日間、開催しました。
　この定例会では、条例関係15件、補正予算７件、新年度予算９件、一般議案３件、諮問（人
事案件）１件、議員提案１件の、合わせて36件を審議しました。

議案・審議結果の説明

主な議案の説明

定例会日程

本会議（1日目）　議案上程、説明

本会議（2日目）　議案質疑、採決・委員会付託等、代表・一般質問

本会議（3日目）　一般質問

本会議（4日目）　一般質問

本会議（5日目）　一般質問

建設環境委員会

総務厚生委員会

文教経済委員会

　　　　　　 新年度予算特別委員会

本会議（6日目）　委員長報告・討論・採決、追加議案上程、採決

2月19日

2月29日

3月 4日

3月 5日

3月 6日

3月 7日

3月11日

3月12日

3月22日

3月13、14、15、18、19日

関市手数料徴収条例の一部改正議案第３号

議案第５号 関市留守家庭児童教室条例の一部改正
多子世帯の負担軽減を図るため、同一世帯で２人以上の児童が留守家庭児童教室を利用している場合、
２人目以降の月額使用料を減額する。

議案第６号 関市介護保険条例の一部改正
第９期関市介護保険事業計画（令和６～８年度）の策定に伴い、保険料と区分を改定する条例。
区分を９段階から14段階に改める。

若者・女性に
選ばれるまちへ

● 結婚お祝い　400万円　１組あたり２万円に増額
● せきっこ未来応援券　４億5,907万円　18歳までの子ども１人あたり３万円分の「せきpay」
● 第２子以降出産祝金　　　2,645万円　子ども１人あたり10万円

● 刀都関インバウンドプロモーション　550万円
　インバウンド誘客を促進するため、外国人観光客の動態調査や海外プロモーションを行う。

地域経済の
成長戦略

● 自治体ポイント　122万円
　市や地域の活動に多様な世代の参加を促進するため、「せきpay」アプリを活用した
　自治体ポイント事業を進める。

デジタル技術等を
活用した便利な
暮らしの実現

＜一般会計＞予算額　437億9,000万円　（前年比▲4.9％）

議案第24号 令和６年度　関市一般会計予算

主な予算

P8へつづく

重点的・
戦略的に
推進する

３つの施策

猿渡 直樹

幅　永典 浅野 典之

栗山　守 市川 隆也

安達 克也 林　裕之

小森 敬直

6



戸籍法及び地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴う改正
　・戸籍謄本等の広域交付に係る発行の手数料を追加する。
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　　　戸籍電子証明書提供用識別符号　 1 件 400 円　　　除籍電子証明書提供用識別符号　 1 件 700 円
　・電子化された戸籍に係る届書等情報の内容の証明書の交付及びその内容を表示したものの閲覧に係る
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　　　届書等情報の内容の証明書の交付又は閲覧　 1 通又は 1 件につき 350 円
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議案第１号

議案第３号

議案第６号

議案第24号

議案第25号

議案第29号

議案第31号

議案第32号

市議第１号

ー

ー

総務厚生

予算特別

予算特別

予算特別

予算特別

予算特別

ー

関市手数料徴収条例の一部改正

関市介護保険条例の一部改正

令和６年度関市一般会計予算

令和６年度関市国民健康保険特別会計予算

令和６年度関市介護保険事業特別会計予算

令和６年度関市水道事業会計予算

令和６年度関市下水道事業会計予算

食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決、×否決・不採択

賛否状況：○賛成、×反対
ー：議長は採決に加わらない
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○
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○
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議
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長
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典
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市
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小
森
敬
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猿
渡
直
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土
屋
雅
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栗
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守
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達
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田
中

巧

石
原
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議
長 新政クラブ 市議会

公明党
日本共産党
関市議員団
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クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

議案の審査結果

　政府は、2024年の通常国会で、食料・農業・農村基本法を
見直し、新たな「基本法」を制定することをめざしている。日
本のカロリー自給率38％は先進国の中でも最低であり、穀
物自給率28％は世界185か国中129位である。旧農業基本法
制定以来、自給率は一貫して右肩下がりに低下し続け、現行
の食料・農業・農村基本法制定後、５次にわたる「基本計画」
で食料自給率を引き上げるとされてきたが、目標を達成した
ことは一度もない。このような現状のもとで、さらに政府の
「新基本法」の検討では、食料自給率を単なる一指標とし、

これまでの位置づけを格下げして、食料自給率向上に対す
る国の責任を放棄しようとしている。「新基本法」では食料
自給率目標を定める基本計画を国会承認制とし、計画の達
成度の検証結果と必要な政策の見直しを国会に報告させる
など、食料自給率向上を政府の法的義務にする必要があ
る。よって、「新基本法」制定にあたっては、食料自給率目標
を定める基本計画を国会承認制とし、自給率向上を政府の
法的義務とすることを求める。　
　

食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書（要旨）否決

承認第１号

議案第２号

議案第４号

議案第５号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第30号

議案第33号

諮問第１号

専決処分の承認について（令和５年度関市一般会計補正予算（第10号））

関市第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例等の一部改正

関市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正

関市留守家庭児童教室条例の一部改正

関市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正

関市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する
基準を定める条例の一部改正

関市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部改正

関市自然体験施設条例の一部改正

関市営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正

関市立篠田桃紅美術空間条例の廃止

関市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

関市消防団員等公務災害補償条例の一部改正

財産の無償譲渡(富之保武儀倉消防車庫)

訴えの提起

令和５年度関市一般会計補正予算（第11号）

令和５年度関市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和５年度関市財産区特別会計補正予算（第２号）

令和５年度関市中小企業従業員退職金共済事業特別会計補正予算（第1号）

令和５年度関市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和５年度関市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和６年度関市財産区特別会計予算

令和６年度関市中小企業従業員退職金共済事業特別会計予算

令和６年度関市公設地方卸売市場事業特別会計予算

令和６年度関市後期高齢者医療特別会計予算

財産の取得(消防ポンプ自動車)

関市教育委員会の教育長の任命

除雪作業　4,000万円

定年前再任用短時間勤務職員と均衡を図るため会計年度任用職員の
期末手当の支給率を改定する改正

施設における重要事項の書面掲示の義務付けの見直し等の改正

同一世帯で２人以上の児童が利用している場合の使用料を改定

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の改正
（市が指定・監督する認知症対応型通所介護・共同生活介護、
小規模多機能型居宅介護施設等の運営基準）

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営等の改正
（介護予防認知症対応型通所介護・共同生活介護、介護予防小規模多機能
型居宅介護の運営基準）

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等の改正
（居宅介護支援事業所：市内21事業所）

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等の改正
（指定介護予防支援事業者：地域包括支援センター６事業所）

板取木工クラフト館を廃止

配偶者からの暴力防止等の法改正に伴う引用条項の改正

篠田桃紅美術空間の継続困難に伴う廃止

消防団員の処遇改善　出動1回につき300円→1,000円

非常勤消防団員等に係る補償基礎額を改定

富之保武儀倉消防車庫を武儀倉区自治会へ譲渡

使用許可期間経過の教職員住宅1室の明渡請求の訴えを提起

歳入歳出額　寄附金（ふるさと納税4億円）等を含む　14億7,129万4千円増

事業勘定歳入歳出額　229万1千円減

富之保財産区財源変更（一般財源→繰入金）

歳入歳出額　34万8千円増

債務負担行為　変更１件

歳入歳出額　2,391万円増

令和６年度当初予算　670万円　　　　前年より180万円増、36.7％

令和６年度当初予算　8,850万円　　　前年より1,350万円減、▲13.2％

令和６年度当初予算　1,920万円　　　前年より180万円増、10.3％

令和６年度当初予算　14億5,040万円　前年より1億6,160万円増、12.5％

消防ポンプ自動車　１台　2,695万円

森正昭教育長の再任

ー

総務厚生

ー

文教経済

総務厚生

総務厚生

総務厚生

総務厚生

文教経済

ー

文教経済

総務厚生

ー

ー

ー

各常任委員会

総務厚生･建設環境

文教経済

文教経済

総務厚生

建設環境

予算特別

予算特別

予算特別

予算特別

ー

ー

法律の一部改正に伴い、引用条項や字句を改める改正

戸籍謄本等の広域交付に係る発行の手数料を
追加する改正等

保険料率、保険料の改定及び区分を９段階から14段階へ

令和６年度当初予算　437億９千万円
前年より22億3,400万円減、▲4.9％

令和６年度当初予算　
事業勘定 93億9,600万円、直診勘定 ３億1,840万円

令和６年度当初予算　74億100万円
前年より１億6,790万円減、▲2.2％

令和６年度当初予算　31億9,100万円
前年より5,600万円増、1.8％

令和６年度当初予算　53億1,600万円
前年より２億300万円増、4.0％

食料自給率向上を政府の法的義務とすることを
求める意見書

全会一致で可決された議案

賛否が分かれた議案

議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会

関市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

関市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部改正

議案・審議結果の説明

第１回定例会　議員提案（意見書）

議案名
主な内容

● 第２子以降の保育料無償化　9,214万円　
   第２子以降の保育料（３才未満児分）を無償化するとともに、第１子の保育料も軽減

子育て応援

暮らしに
エール

３本の矢

第５次
総合計画

●留守家庭児童教室新築　４億4,439万円
　 桜ヶ丘小学校、瀬尻小学校の留守家庭児童教室を新築

教育総務

●歩いて楽しい空間づくり（遊歩道整備等）　１億2,200万円
　本町周辺のにぎわい創出、周遊促進のため遊歩道・照明灯などの整備
●関シティバス・地域内バス運行　３億7,925万円
　関シティバス、デマンドバス、デマンドタクシー、地域内バス

都市計画

●市道４か年整備（１年目）　19億870万円
　市内の生活道路の改良や舗装、橋りょうを強化

土     木

●ふるさと納税受入額　30億円
　「ふるさと・せき応援寄附金」として、ふるさと納税を積極的にPR

企画広報

●文化・スポーツ施設改修　５億4,680万円
   文化会館ホール空調設備改修、中池公園陸上競技場照明LED化　など

文化・スポーツ

●中小企業就労環境整備支援　5,000万円
　事業活動の効率化、働きやすい職場環境を整備するための費用の補助
●地域就職者奨学金返還支援　　120万円
　市内の中小企業に就職して市内に住所を有する方の奨学金の返済を補助

事業者応援

●暮らしにエール商品券　９億3,477万円
　物価高騰等による市民生活の負担軽減と地域経済を活性化するため、全市民に
　「せきチケ・せきpay」１万円分を給付
●省エネ家電購入応援キャンペーン　800万円
　市内店舗で省エネ性能の高い家電を購入する費用の一部を「せきpay」で給付

生活応援
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議案第１号

議案第３号

議案第６号

議案第24号

議案第25号

議案第29号

議案第31号

議案第32号

市議第１号

ー

ー

総務厚生

予算特別

予算特別

予算特別

予算特別

予算特別

ー

関市手数料徴収条例の一部改正

関市介護保険条例の一部改正

令和６年度関市一般会計予算

令和６年度関市国民健康保険特別会計予算

令和６年度関市介護保険事業特別会計予算

令和６年度関市水道事業会計予算

令和６年度関市下水道事業会計予算

食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決、×否決・不採択

賛否状況：○賛成、×反対
ー：議長は採決に加わらない

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

-

-

-

-

-

-

-

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×
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○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

岩
出
和
也

村
井
芙
美
加

北
村
隆
幸

三
輪
正
善

議
決
結
果

長
瀬
敦
久

池
村
真
一
郎

林

裕
之

武
藤
記
子

長
尾
一
郎

浅
野
典
之

渡
辺
英
人

足
立
将
裕

幅

永
典

市
川
隆
也

小
森
敬
直

猿
渡
直
樹

土
屋
雅
義

栗
山

守

安
達
克
也

田
中

巧

石
原
教
雅

川
合
治
義

議
長 新政クラブ 市議会

公明党
日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

議案の審査結果

　政府は、2024年の通常国会で、食料・農業・農村基本法を
見直し、新たな「基本法」を制定することをめざしている。日
本のカロリー自給率38％は先進国の中でも最低であり、穀
物自給率28％は世界185か国中129位である。旧農業基本法
制定以来、自給率は一貫して右肩下がりに低下し続け、現行
の食料・農業・農村基本法制定後、５次にわたる「基本計画」
で食料自給率を引き上げるとされてきたが、目標を達成した
ことは一度もない。このような現状のもとで、さらに政府の
「新基本法」の検討では、食料自給率を単なる一指標とし、

これまでの位置づけを格下げして、食料自給率向上に対す
る国の責任を放棄しようとしている。「新基本法」では食料
自給率目標を定める基本計画を国会承認制とし、計画の達
成度の検証結果と必要な政策の見直しを国会に報告させる
など、食料自給率向上を政府の法的義務にする必要があ
る。よって、「新基本法」制定にあたっては、食料自給率目標
を定める基本計画を国会承認制とし、自給率向上を政府の
法的義務とすることを求める。　
　

食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書（要旨）否決

承認第１号

議案第２号

議案第４号

議案第５号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第30号

議案第33号

諮問第１号

専決処分の承認について（令和５年度関市一般会計補正予算（第10号））

関市第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例等の一部改正

関市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正

関市留守家庭児童教室条例の一部改正

関市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正

関市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する
基準を定める条例の一部改正

関市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部改正

関市自然体験施設条例の一部改正

関市営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正

関市立篠田桃紅美術空間条例の廃止

関市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

関市消防団員等公務災害補償条例の一部改正

財産の無償譲渡(富之保武儀倉消防車庫)

訴えの提起

令和５年度関市一般会計補正予算（第11号）

令和５年度関市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和５年度関市財産区特別会計補正予算（第２号）

令和５年度関市中小企業従業員退職金共済事業特別会計補正予算（第1号）

令和５年度関市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和５年度関市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和６年度関市財産区特別会計予算

令和６年度関市中小企業従業員退職金共済事業特別会計予算

令和６年度関市公設地方卸売市場事業特別会計予算

令和６年度関市後期高齢者医療特別会計予算

財産の取得(消防ポンプ自動車)

関市教育委員会の教育長の任命

除雪作業　4,000万円

定年前再任用短時間勤務職員と均衡を図るため会計年度任用職員の
期末手当の支給率を改定する改正

施設における重要事項の書面掲示の義務付けの見直し等の改正

同一世帯で２人以上の児童が利用している場合の使用料を改定

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の改正
（市が指定・監督する認知症対応型通所介護・共同生活介護、
小規模多機能型居宅介護施設等の運営基準）

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営等の改正
（介護予防認知症対応型通所介護・共同生活介護、介護予防小規模多機能
型居宅介護の運営基準）

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等の改正
（居宅介護支援事業所：市内21事業所）

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等の改正
（指定介護予防支援事業者：地域包括支援センター６事業所）

板取木工クラフト館を廃止

配偶者からの暴力防止等の法改正に伴う引用条項の改正

篠田桃紅美術空間の継続困難に伴う廃止

消防団員の処遇改善　出動1回につき300円→1,000円

非常勤消防団員等に係る補償基礎額を改定

富之保武儀倉消防車庫を武儀倉区自治会へ譲渡

使用許可期間経過の教職員住宅1室の明渡請求の訴えを提起

歳入歳出額　寄附金（ふるさと納税4億円）等を含む　14億7,129万4千円増

事業勘定歳入歳出額　229万1千円減

富之保財産区財源変更（一般財源→繰入金）

歳入歳出額　34万8千円増

債務負担行為　変更１件

歳入歳出額　2,391万円増

令和６年度当初予算　670万円　　　　前年より180万円増、36.7％

令和６年度当初予算　8,850万円　　　前年より1,350万円減、▲13.2％

令和６年度当初予算　1,920万円　　　前年より180万円増、10.3％

令和６年度当初予算　14億5,040万円　前年より1億6,160万円増、12.5％

消防ポンプ自動車　１台　2,695万円

森正昭教育長の再任

ー

総務厚生

ー

文教経済

総務厚生

総務厚生

総務厚生

総務厚生

文教経済

ー

文教経済

総務厚生

ー

ー

ー

各常任委員会

総務厚生･建設環境

文教経済

文教経済

総務厚生

建設環境

予算特別

予算特別

予算特別

予算特別

ー

ー

法律の一部改正に伴い、引用条項や字句を改める改正

戸籍謄本等の広域交付に係る発行の手数料を
追加する改正等

保険料率、保険料の改定及び区分を９段階から14段階へ

令和６年度当初予算　437億９千万円
前年より22億3,400万円減、▲4.9％

令和６年度当初予算　
事業勘定 93億9,600万円、直診勘定 ３億1,840万円

令和６年度当初予算　74億100万円
前年より１億6,790万円減、▲2.2％

令和６年度当初予算　31億9,100万円
前年より5,600万円増、1.8％

令和６年度当初予算　53億1,600万円
前年より２億300万円増、4.0％

食料自給率向上を政府の法的義務とすることを
求める意見書

全会一致で可決された議案

賛否が分かれた議案

議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会

関市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

関市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部改正

議案・審議結果の説明

第１回定例会　議員提案（意見書）

議案名
主な内容

● 第２子以降の保育料無償化　9,214万円　
   第２子以降の保育料（３才未満児分）を無償化するとともに、第１子の保育料も軽減

子育て応援

暮らしに
エール

３本の矢

第５次
総合計画

●留守家庭児童教室新築　４億4,439万円
　 桜ヶ丘小学校、瀬尻小学校の留守家庭児童教室を新築

教育総務

●歩いて楽しい空間づくり（遊歩道整備等）　１億2,200万円
　本町周辺のにぎわい創出、周遊促進のため遊歩道・照明灯などの整備
●関シティバス・地域内バス運行　３億7,925万円
　関シティバス、デマンドバス、デマンドタクシー、地域内バス

都市計画

●市道４か年整備（１年目）　19億870万円
　市内の生活道路の改良や舗装、橋りょうを強化

土     木

●ふるさと納税受入額　30億円
　「ふるさと・せき応援寄附金」として、ふるさと納税を積極的にPR

企画広報

●文化・スポーツ施設改修　５億4,680万円
   文化会館ホール空調設備改修、中池公園陸上競技場照明LED化　など
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　市政は範囲が広いので、関市では議員が
３つの委員会に分かれて担当する分野に
ついて詳しい審査を行っています。

COMMITTEE INFORMAT ION

委員会報告委員会報告

総
務
厚
生
委
員
会

３
月
11
日（
月
）

３
月
12
日（
火
）

建
設
環
境
委
員
会

３
月
７
日（
木
）

議案第６号 関市介護保険条例の一部改正
第９期関市介護保険事業計画の策定に伴い、保険料の所得段階を現在の９段
階から14段階に増やした理由は。

Q

低所得者の保険料を引き下げ、高所得者の保険料を引き上げるという国の方針の
もと、他市の例や国の示した基準である13段階を参考にしながら、市の独自性を
入れた14段階に決定した。

A

議案第10号 関市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

今回の改正により居宅介護支援事業者も介護予防支援事業者になることがで
きるが、その条件は。

Q

介護予防支援事業者は、市が指定することになっ
ている。詳細については今後市で定めることにな
るが、市と地域包括支援センターによる研修を
受講することや、定期的な訪問指導を受けるこ
とを条件にするなど、指定にあたっては、慎重に
対応していきたい。

A

Q

A

戸籍に氏名の振り仮名を記載する意義やその経緯は。

法務省から３点ほど示されている。 
　１点目は、検索等の処理が容易になり、誤りを防ぐことができるようになること。 
　２点目は、本人確認資料として利用できるようになるほか、正確に氏名を
　呼称できるようになること。
　３点目は、複数の振り仮名を使用して別人を装い、
　各種規制を逃れようとする行為を防止することが
　できること。 
今後、マイナンバーカードにも振り仮名やそのロー
マ字が記載される予定である。

篠田桃紅美術空間の廃止に至る経緯と今後の活用方法は。Q

作品を所有している指定管理者が、３月に新たな
常設展示施設を開館するため、同時に運営してい
くことが難しいと申し出があり廃止に至った。廃止
後の活用方法については今後検討する。

A

議案第13号 関市立篠田桃紅美術空間条例の廃止

留守家庭児童教室の使用料を減免することにより、利用者が増えた場合、場所や
指導員の確保は。

Q

特に利用者の多い留守家庭児童教室においては、空き教室を利用することや
追加教室を建設することも検討する。また指導員の数は現状では充足しているが、
病気等での欠員に備えて引き続き募集する。

A

議案第５号 関市留守家庭児童教室条例の一部改正

関市板取木工クラフト館廃止後の今後の展開と活用方法は。Q

議案第11号 関市自然体験施設条例の一部改正

市民環境部、基盤整備部

A 改正法の施行日以後、振り仮名を確認する通知が本籍地から送付され、本籍
地に届出を返送した人から順に、事務手続きが行われる。
届出がない場合、施行日から１年を経過した日に、通知に記載された氏名の
振り仮名が戸籍に記載される予定である。

Q いつから戸籍に振り仮名が記載されるのか。

令和５年度関市一般会計補正予算（第11号）の所管部分　
（戸籍住民基本台帳費の戸籍附票システム改修）

議案第18号

市長公室、財務部、健康福祉部、その他の常任委員会に属さない事項

　議会には、提出された議案について詳しく審査する常任委員会
や特定の課題を審査・調査する特別委員会が設置されています。
　ここでは、第１回定例会で審査された主な内容をご紹介します！

板取川温泉の指定管理受託者が、板取地域への来訪者増加と地域活性化のた
め、当施設を簡易宿泊所として活用する予定である。

A

教育委員会、協働推進部、産業経済部、農業委員会

廃止する前の篠田桃紅美術空間内の様子

介護施設内での体操の様子

戸籍の写しイメージ

委員会って？

全部事項証明
◯◯市◯◯町◯◯丁目◯◯番地
若草　幸子

本　　　籍
氏　　　名

氏の振り仮名

戸籍に記録
されている者

【名】幸子
【名の振り仮名】ユキコ

ワカクサ
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　議会基本条例とは、自治体の意思決定における議会の役割を自
治のルールとして議会・執行機関・住民の三者が共有するものです。
　議会の活性化を図るとともに、開かれた議会を実践するための
運営ルールなどを、条例の形で住民の皆さんに公表し、議会、議
員の活動の指針とするのが、議会基本条例です。

　これまで、関市議会の
情報は市広報紙内の「議
会だより」で年４回開催
される定例会・臨時会の
内容や結果をお知らせし
ていました。
　令和５年の改選後に
議会広報委員会を立ち上
げ、令和６年より「議会だ
より」を市広報紙から
独立させ、単独で発行す
ることになりました。

　関市議会では、議会の活性化に向け、他自治体に先駆けたデジタル化の推進をはじめ、会議の公
開、議員の賛否公開、子ども議会の実施、一問一答方式の導入、そして、今年度より実施する議会独
自の広報発行等の取組を行ってまいりました。
　関市議会は、さらに、市民に開かれ市民参加を推進する議会を目指し、刻 と々変化する社会情勢の
中においても、市民の負託に応え、揺るぎない信頼を確保し、より一層市民に寄り添った積極的な議
会活動を展開していかなければなりません。そのためには議会の組織及び運営の方針と基本的ルー
ルを定める議会基本条例を制定する必要があります。
　そこで、議会基本条例を早期に制定するため、昨年の第２回定例会において議会基本条例制定
特別委員会を設置し、議員11人により準備を進めています。

　条例の制定にあたり、市民の皆さんからのご意見を反映させるために「関市議会基本条例（案）」
に対するパブリックコメントを実施し、市民の皆さんからのご意見を募集します。

条例で定める主な内容

関市議会基本条例（案）に対するご意見を募集します

意見を提出できる人 意見の提出方法

意見の募集期間 令和６年６月３日（月）　～　令和６年７月５日（金）※必着

意見募集資料の設置場所 ホームページ　議会事務局　企画広報課　各地域事務所　西部支所

●市内に住所を有する人
●市内に事務所及び事業所を有する個人又は
　法人その他の団体 
●市内の事務所又は事業所に勤務する人
●市内の学校に在学する人
●上記以外で関市にかかわりのある人

① 持　　参 / 議会事務局　企画広報課　各地域事務所　西部支所
② 郵　　送 / 〒501-3894　関市若草通３丁目１番地　関市議会事務局
③ ファクス / ０５７５－２３－７７４９
④ 電子メール / gikai@city.seki.lg.jp

議会基本条例制定特別委員会メンバー

条例制定に向けたスケジュール

私たちの議会改革！私たちの議会改革！

議会基本条例の制定に向けて

議会基本条例とは

議会基本条例制定特別委員会の設置

議会及び議員の役割並びに活動の原則
議会と市民との関係
議会と市長等との関係
議会の運営
議会の機能強化
議員の政治倫理、身分及び待遇
最高規範性及び見直し手続

議会基本条例制定特別委員会の設置
                         　　　　　　　　（令和５年６月23日）

特別委員会で条例案を審議
  （令和５年７月から令和６年５月まで　12回開催 ）

条例案作成（令和６年５月）

パブリックコメント実施 （令和６年６月から７月）

条例制定（令和６年第３回定例会予定）

令和６年度の市議会の
構成をお知らせします！

令和6年度

議会の構成

議会運営委員会

林 裕之(上) 長尾 一郎 栗山 守 田中 巧
池村 真一郎(下) ◎足立 将裕 〇武藤 記子 小森 敬直

総務厚生委員会

村井 芙美加(上) 岩出 和也 小森 敬直 土屋 雅義
渡辺 英人(下) ◎長尾 一郎 〇武藤 記子 幅 永典

議 長

幅 永典

副議長

浅野 典之

監査委員

渡辺 英人

文教経済委員会

川合 治義(上) 市川 隆也 安達 克也
浅野 典之(下) ◎林 裕之 〇長瀬 敦久 猿渡 直樹

議会広報委員会

長瀬 敦久(上) 村井 芙美加 北村 隆幸 長尾 一郎
栗山 守(下) 足立 将裕 ◎市川 隆也 〇池村 真一郎

川合 治義 安達 克也
猿渡 直樹

建設環境委員会

足立 将裕(上) 栗山 守 田中 巧
三輪 正善(下) ◎池村 真一郎 〇北村 隆幸 石原 教雅

◎：委員長　◯：副委員長
パブリックコメントに関するホームページ
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私たちの議会改革！私たちの議会改革！

議会基本条例の制定に向けて

議会基本条例とは

議会基本条例制定特別委員会の設置

議会及び議員の役割並びに活動の原則
議会と市民との関係
議会と市長等との関係
議会の運営
議会の機能強化
議員の政治倫理、身分及び待遇
最高規範性及び見直し手続

議会基本条例制定特別委員会の設置
                         　　　　　　　　（令和５年６月23日）

特別委員会で条例案を審議
  （令和５年７月から令和６年５月まで　12回開催 ）

条例案作成（令和６年５月）

パブリックコメント実施 （令和６年６月から７月）

条例制定（令和６年第３回定例会予定）

令和６年度の市議会の
構成をお知らせします！

令和6年度

議会の構成

議会運営委員会

林 裕之(上) 長尾 一郎 栗山 守 田中 巧
池村 真一郎(下) ◎足立 将裕 〇武藤 記子 小森 敬直

総務厚生委員会

村井 芙美加(上) 岩出 和也 小森 敬直 土屋 雅義
渡辺 英人(下) ◎長尾 一郎 〇武藤 記子 幅 永典

議 長

幅 永典

副議長

浅野 典之

監査委員

渡辺 英人

文教経済委員会

川合 治義(上) 市川 隆也 安達 克也
浅野 典之(下) ◎林 裕之 〇長瀬 敦久 猿渡 直樹

議会広報委員会

長瀬 敦久(上) 村井 芙美加 北村 隆幸 長尾 一郎
栗山 守(下) 足立 将裕 ◎市川 隆也 〇池村 真一郎

川合 治義 安達 克也
猿渡 直樹

建設環境委員会

足立 将裕(上) 栗山 守 田中 巧
三輪 正善(下) ◎池村 真一郎 〇北村 隆幸 石原 教雅

◎：委員長　◯：副委員長
パブリックコメントに関するホームページ
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今
後
の
方
針
と
し
て
は
︑チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
機
能
を
中
心
と
し

た
創
業
支
援
パ
タ
ー
ン
︑コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
交

流
施
設
パ
タ
ー
ン
な
ど
︑多
種
多
様

な
利
用
形
態
が
あ
り
︑庁
内
協
議
や

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
事

例
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
︒　
　
　

　
本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
︑３
月
15
日
に

建
物
の
所
有
権
が
本
市
に
移
転
さ

れ
︑そ
の
残
存
価
値
も
有
り
︑継
続

の
要
望
が
多
い
事
も
考
慮
し
︑新
た

な
運
営
形
態
で
継
続
す
る
方
針
で

す
︒昨
年
度
実
施
し
た
街
歩
き
イ
ベ

ン
ト
や
セ
キ
日
和
︑マ
ル
シ
ェ
を
実

施
す
る
中
で
︑新
た
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
に
つ
な
が
る
本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

事
業
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

清流クラブ代表質問

田中 巧

本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

稲
河
交
差
点
改
良
工
事

A
今
後
の
方
針
は

Q
事
業
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か

Q

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た﹁
暮
ら

し
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
﹂の

購
入
率
は
78
％
で
︑22
％
の
市
民
は

購
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒物
価
高
騰

等
へ
の
対
策
と
し
て
市
民
生
活
の

負
担
軽
減
の
た
め
︑今
回
は
︑す
べ

て
の
市
民
に
支
援
が
届
く
よ
う
に

給
付
型
に
し
ま
し
た
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

市議会公明党
代表質問

足立 　裕

新
年
度
予
算

A
﹁
暮
ら
し
に
エ
ー
ル
商
品
券

︵
全
市
民
︑一
人
に
１
万
円
分
︶﹂

を
給
付
型
に
し
た
理
由
は

Q
　
平
成
25
年
度
よ
り﹁
老
朽
管
対
策

事
業
﹂を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
が
︑令
和
５
年
度
末
に
お
け
る
進

捗
率
は
︑約
17
％
と
ま
だ
低
い
水
準

で
す
︒先
般
の
水
道
料
金
改
定
に
よ

り
︑令
和
６
年
度
以
降
の
料
金
収

入
は
増
収
と
な
る
の
で
︑こ
の
増

収
分
を﹁
老
朽
管
対
策
事
業
﹂の
財

源
と
し
て
有
効
活
用
し
て
︑耐
震
化

に
向
け
た
取
組
と
し
て
今
後
も
重

点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
︒

水
道
施
設
の
耐
震
化

A
上
水
道
の
耐
震
管
の
布
設
や

老
朽
管
対
策
は︵
能
登
半
島

地
震
を
受
け
て
︑今
後
︑水
道

施
設
の
耐
震
化
や
更
新
を
強

化
し
て
い
く
の
か
︶

Q

　
市
内
住
宅
総
数
３
万
２
１
７
０

戸
の
86
・
２
％
が
耐
震
化
さ
れ
て
い

ま
す
︒市
の
支
援
制
度
は
︑耐
震
診

断
は
無
料
︒耐
震
改
修
工
事
は
︑工

事
金
額
の
80
％
・
上
限
２
０
０
万
円

を
︑除
却
工
事
は
︑工
事
金
額
の
23
％
・

上
限
83
万
８
千
円
を
支
援
し
て
い

ま
す
︒

　
市
内
に
お
い
て
も
同
規
模
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
︑水
道
施
設
の

広
域
断
水
や
広
範
囲
の
下
水
道
機

能
停
止
は
十
分
想
定
さ
れ
ま
す
︒　

　
上
下
水
道
共
に
管
路
の
耐
震
化

率
の
向
上
と
避
難
所
に
つ
な
が
る

管
路
整
備
を
優
先
さ
せ
ま
す
︒ま

た
︑組
み
立
て
式
給
水
タ
ン
ク
や
仮

設
配
管
に
対
応
で
き
る
よ
う
︑ポ
ン

プ
や
発
動
発
電
機
等
の
資
機
材
の

充
実
を
図
り
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

A

A

市
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
率

と
耐
震
強
化
支
援
は

Q
　
令
和
７
年
度
に
中
学
校
６
校

︵
緑
ヶ
丘
︑旭
ヶ
丘
︑桜
ヶ
丘
︑下
有

知
︑小
金
田
︑武
芸
川
︶の
整
備
を
図

る
た
め
︑今
年
度
は
６
校
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
︒そ
の
後
は
︑学
校

施
設
の
長
寿
命
化
改
良
事
業
整
備

計
画
や
学
校
規
模
適
正
化
の
方
針

を
踏
ま
え
進
め
て
い
き
ま
す
︒

A
指
定
避
難
所
の

空
調
設
備
設
置
の
全
体
計
画
は

Q
　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
受
け
︑

簡
易
ト
イ
レ
の
便
袋
︑大
人
用
・
子

ど
も
用
の
紙
お
む
つ
︑生
理
用
品
︑

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
︑離
乳
食
や
液
体
ミ
ル

ク
︑哺
乳
瓶
︑更
衣
室
や
授
乳
用
テ

ン
ト
︑パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
︑女
性

の
視
点
に
立
っ
た
物
資
や
資
材
の

備
蓄
を
強
化
し
ま
す
︒

A
避
難
所
の
新
た
な
備
蓄
品
は

Q

水
道
・
下
水
道
機
能
停
止
に

よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
の
対
策
は

Q

市政に対する代表・一般質問
　代表・一般質問は、市の行政全般について市長に質問・政策提案を行い、市民の声
を市政に届けるものです。
　第１回定例会では、19人の議員が代表・一般質問を行いました。ここでは、質問と
答弁の一部をご紹介します。

質問の全内容は、YouTubeの録画配信や
後日公開される会議録検索システムで確認することができます。

YouTube
録画配信

https://www.city.seki.lg.jp/0000001807.html

本会議の様子はこちらから

会議録検索

https://www.city.seki.lg.jp/0000001470.html

掲載順は、質問を行った順番になっています。なお、掲載された原稿は各議員が作成しているため、
ご不明な点は議員にお尋ねください。

新政クラブ代表質問

浅野 典之

　
事
業
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
︑

公
安
協
議
に
お
け
る
現
道
線
形
を

基
本
と
し
た
一
部
拡
幅
で
は
︑通
行

車
両
の
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
に
対
す
る

検
討
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
︒道
路

構
造
令
等
の
基
準
を
満
た
し
た
計

画
に
対
す
る
公
安
委
員
会
か
ら
の

指
摘
は
重
い
も
の
と
受
け
止
め
て

再
度
関
係
機
関
と
協
議
し
︑早
期
の

事
業
着
手
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒市

民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
す
る
た

め
︑令
和
２
年
度
に
地
元
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
が
︑説
明
会
前
に
公
安

委
員
会
と
の
協
議
を
行
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
り
︑事
業
の
進
め
方
と
し

て
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

今
後
こ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う

適
切
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
︒

　
こ
の
事
業
は
限
ら
れ
た
用
地
内

で
基
準
を
満
た
し
た
計
画
案
を
確

認
中
で
あ
り
︑説
明
会
開
催
に
至
れ

な
い
状
況
で
す
が
︑公
安
委
員
会
と

の
協
議
を
踏
ま
え
︑事
業
方
針
が
決

ま
り
次
第
︑関
係
地
権
者
に
対
す
る

説
明
会
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

　

A

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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今
後
の
方
針
と
し
て
は
︑チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
機
能
を
中
心
と
し

た
創
業
支
援
パ
タ
ー
ン
︑コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
交

流
施
設
パ
タ
ー
ン
な
ど
︑多
種
多
様

な
利
用
形
態
が
あ
り
︑庁
内
協
議
や

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
事

例
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
︒　
　
　

　
本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
︑３
月
15
日
に

建
物
の
所
有
権
が
本
市
に
移
転
さ

れ
︑そ
の
残
存
価
値
も
有
り
︑継
続

の
要
望
が
多
い
事
も
考
慮
し
︑新
た

な
運
営
形
態
で
継
続
す
る
方
針
で

す
︒昨
年
度
実
施
し
た
街
歩
き
イ
ベ

ン
ト
や
セ
キ
日
和
︑マ
ル
シ
ェ
を
実

施
す
る
中
で
︑新
た
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
に
つ
な
が
る
本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

事
業
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

清流クラブ代表質問

田中 巧

本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

稲
河
交
差
点
改
良
工
事

A
今
後
の
方
針
は

Q
事
業
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か

Q

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た﹁
暮
ら

し
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
﹂の

購
入
率
は
78
％
で
︑22
％
の
市
民
は

購
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒物
価
高
騰

等
へ
の
対
策
と
し
て
市
民
生
活
の

負
担
軽
減
の
た
め
︑今
回
は
︑す
べ

て
の
市
民
に
支
援
が
届
く
よ
う
に

給
付
型
に
し
ま
し
た
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

市議会公明党
代表質問

足立 　裕

新
年
度
予
算

A
﹁
暮
ら
し
に
エ
ー
ル
商
品
券

︵
全
市
民
︑一
人
に
１
万
円
分
︶﹂

を
給
付
型
に
し
た
理
由
は

Q
　
平
成
25
年
度
よ
り﹁
老
朽
管
対
策

事
業
﹂を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
が
︑令
和
５
年
度
末
に
お
け
る
進

捗
率
は
︑約
17
％
と
ま
だ
低
い
水
準

で
す
︒先
般
の
水
道
料
金
改
定
に
よ

り
︑令
和
６
年
度
以
降
の
料
金
収

入
は
増
収
と
な
る
の
で
︑こ
の
増

収
分
を﹁
老
朽
管
対
策
事
業
﹂の
財

源
と
し
て
有
効
活
用
し
て
︑耐
震
化

に
向
け
た
取
組
と
し
て
今
後
も
重

点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
︒

水
道
施
設
の
耐
震
化

A
上
水
道
の
耐
震
管
の
布
設
や

老
朽
管
対
策
は︵
能
登
半
島

地
震
を
受
け
て
︑今
後
︑水
道

施
設
の
耐
震
化
や
更
新
を
強

化
し
て
い
く
の
か
︶

Q

　
市
内
住
宅
総
数
３
万
２
１
７
０

戸
の
86
・
２
％
が
耐
震
化
さ
れ
て
い

ま
す
︒市
の
支
援
制
度
は
︑耐
震
診

断
は
無
料
︒耐
震
改
修
工
事
は
︑工

事
金
額
の
80
％
・
上
限
２
０
０
万
円

を
︑除
却
工
事
は
︑工
事
金
額
の
23
％
・

上
限
83
万
８
千
円
を
支
援
し
て
い

ま
す
︒

　
市
内
に
お
い
て
も
同
規
模
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
︑水
道
施
設
の

広
域
断
水
や
広
範
囲
の
下
水
道
機

能
停
止
は
十
分
想
定
さ
れ
ま
す
︒　

　
上
下
水
道
共
に
管
路
の
耐
震
化

率
の
向
上
と
避
難
所
に
つ
な
が
る

管
路
整
備
を
優
先
さ
せ
ま
す
︒ま

た
︑組
み
立
て
式
給
水
タ
ン
ク
や
仮

設
配
管
に
対
応
で
き
る
よ
う
︑ポ
ン

プ
や
発
動
発
電
機
等
の
資
機
材
の

充
実
を
図
り
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

A

A

市
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
率

と
耐
震
強
化
支
援
は

Q
　
令
和
７
年
度
に
中
学
校
６
校

︵
緑
ヶ
丘
︑旭
ヶ
丘
︑桜
ヶ
丘
︑下
有

知
︑小
金
田
︑武
芸
川
︶の
整
備
を
図

る
た
め
︑今
年
度
は
６
校
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
︒そ
の
後
は
︑学
校

施
設
の
長
寿
命
化
改
良
事
業
整
備

計
画
や
学
校
規
模
適
正
化
の
方
針

を
踏
ま
え
進
め
て
い
き
ま
す
︒

A
指
定
避
難
所
の

空
調
設
備
設
置
の
全
体
計
画
は

Q
　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
受
け
︑

簡
易
ト
イ
レ
の
便
袋
︑大
人
用
・
子

ど
も
用
の
紙
お
む
つ
︑生
理
用
品
︑

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
︑離
乳
食
や
液
体
ミ
ル

ク
︑哺
乳
瓶
︑更
衣
室
や
授
乳
用
テ

ン
ト
︑パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
︑女
性

の
視
点
に
立
っ
た
物
資
や
資
材
の

備
蓄
を
強
化
し
ま
す
︒

A
避
難
所
の
新
た
な
備
蓄
品
は

Q

水
道
・
下
水
道
機
能
停
止
に

よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
の
対
策
は

Q

市政に対する代表・一般質問
　代表・一般質問は、市の行政全般について市長に質問・政策提案を行い、市民の声
を市政に届けるものです。
　第１回定例会では、19人の議員が代表・一般質問を行いました。ここでは、質問と
答弁の一部をご紹介します。

質問の全内容は、YouTubeの録画配信や
後日公開される会議録検索システムで確認することができます。

YouTube
録画配信

https://www.city.seki.lg.jp/0000001807.html

本会議の様子はこちらから

会議録検索

https://www.city.seki.lg.jp/0000001470.html

掲載順は、質問を行った順番になっています。なお、掲載された原稿は各議員が作成しているため、
ご不明な点は議員にお尋ねください。

新政クラブ代表質問

浅野 典之

　
事
業
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
︑

公
安
協
議
に
お
け
る
現
道
線
形
を

基
本
と
し
た
一
部
拡
幅
で
は
︑通
行

車
両
の
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
に
対
す
る

検
討
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
︒道
路

構
造
令
等
の
基
準
を
満
た
し
た
計

画
に
対
す
る
公
安
委
員
会
か
ら
の

指
摘
は
重
い
も
の
と
受
け
止
め
て

再
度
関
係
機
関
と
協
議
し
︑早
期
の

事
業
着
手
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒市

民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
す
る
た

め
︑令
和
２
年
度
に
地
元
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
が
︑説
明
会
前
に
公
安

委
員
会
と
の
協
議
を
行
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
り
︑事
業
の
進
め
方
と
し

て
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

今
後
こ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う

適
切
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
︒

　
こ
の
事
業
は
限
ら
れ
た
用
地
内

で
基
準
を
満
た
し
た
計
画
案
を
確

認
中
で
あ
り
︑説
明
会
開
催
に
至
れ

な
い
状
況
で
す
が
︑公
安
委
員
会
と

の
協
議
を
踏
ま
え
︑事
業
方
針
が
決

ま
り
次
第
︑関
係
地
権
者
に
対
す
る

説
明
会
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

　

A

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

15



　
昨
年
の
状
況
同
様
に
︑待
機
児
童
は

ゼ
ロ
で
︑今
後
も
ゼ
ロ
の
見
込
み
で
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

林 裕之が
問います！

子
育
て
支
援
策

道
の
駅
の
目
的
外
使
用
料

A
保
育
園
の
待
機
児
童
の
状
況
は

Q
　
昨
年
度
︑別
々
の
保
育
園
に
通
園

し
た
事
例
は
６
組
あ
り
ま
す
︒４
月

に
は
４
組
は
同
じ
保
育
園
に
入
園
す

る
こ
と
が
で
き
︑今
年
度
に
別
々
に

通
園
す
る
ケ
ー
ス
は
２
組
あ
り
ま
す
︒

A
兄
弟
姉
妹
で
市
内
別
々
の

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
事
例
は

Q
　
今
年
度
か
ら
︑同
時
入
所
に
限
ら

ず
第
２
子
以
降
の
未
満
児
保
育
料

を
無
償
と
し
ま
す
︒岐
阜
県
内
で
も

２
市
町
し
か
対
応
し
て
お
ら
ず
︑先

進
的
な
取
組
で
す
︒

A
未
満
児
保
育
の
無
償
化
は

Q
　
公
立
保
育
園
10
園
の
状
況
は
︑園

児
の
定
員
９
６
０
人
に
対
し
在
園
児

数
は
５
４
２
人
で
あ
り
︑園
児
の
入

所
率
は
56
・
５
％
で
あ
り
ま
す
︒　
　

　
こ
れ
に
対
し
保
育
士
職
員
数
は
︑

正
職
員
58
人
︑会
計
年
度
任
用
職
員

87
人
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

A
公
立
保
育
園
の
保
育
士
の

配
置
人
数
は

Q

　
令
和
４
年
２
月
か
ら
月
額
９
千

円
の
調
整
額
の
導
入
と
︑令
和
４
年

４
月
か
ら
は
大
卒
初
任
給
を
一
般

事
務
職
員
と
同
額
へ
の
引
き
上
げ

を
実
施
︒Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
る
事
務
の
効
率
化
や
︑令
和
５
年

度
は
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
等

で
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
︒

A
保
育
士
の
負
担
軽
減
と

処
遇
改
善
策
は

Q
　
コ
ロ
ナ
明
け
で
も
赤
字
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
︒

A
道
の
駅
ラ
ス
テ
ン
ほ
ら
ど
・

む
げ
川
の
経
営
状
況
は

Q
　
現
在
︑各
道
の
駅
と
そ
の
他
の
観

光
施
設
は
別
々
の
算
定
基
準
と
な
っ

て
い
る
た
め
︑他
市
の
使
用
料
徴
収

条
例
を
参
考
に
統
一
基
準
を
設
け
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A
道
の
駅
の
目
的
外
使
用
料
の

算
定
基
準
を
統
一
す
る
の
か

Q

　
希
望
に
添
え
な
か
っ
た
人
数
は
︑

富
岡
保
育
園
で
14
人
︑西
部
保
育
園

で
３
人
︑安
桜
保
育
園
で
11
人
で
す
︒

A
未
満
児
保
育
の
状
況
は

Q

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

長瀬 敦久が
問います！

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

認
知
症
予
防

空
き
家
の
活
用

　
西
・
東
ウ
イ
ン
グ
で
は
︑事
業
所

お
よ
び
ヘ
ル
パ
ー
の
数
︑距
離
的
な

課
題
︑利
用
者
が
少
な
く
︑点
在
し

て
い
る
な
ど
の
現
状
や
︑事
業
者
と

し
て
は
効
率
性
の
悪
さ
な
ど
の
理

由
に
よ
っ
て
︑サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て
地
域
差
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
︒

A
訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
の

地
域
差
は

Q
　﹁
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
﹂

を
市
内
の
大
学
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
︒今
年
度
受
講
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
︑19
人
の
う
ち
３
人

か
ら﹁
今
後
介
護
関
係
の
職
場
へ
の

就
職
に
つ
い
て
考
え
た
い
﹂と
の
回

答
を
得
ま
し
た
︒

A
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
に

向
け
て
の
支
援
は

Q
　
国
は
︑利
用
者
の
自
立
を
促
す
た

め
の
自
立
支
援
を
行
っ
た
事
業
所

が
算
定
で
き
る﹁
介
護
報
酬
加
算
﹂

を
創
設
し
ま
し
た
︒本
市
で
一
番
多

く
算
定
さ
れ
て
い
る
の
は﹁
科
学
的

介
護
推
進
体
制
加
算
﹂で
す
︒市
と

し
て
は
︑広
く
周
知
し
自
立
支
援
介

護
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
︒

A
﹁
お
世
話
を
す
る
﹂こ
と
か
ら

﹁
治
す
﹂こ
と
へ
変
え
て
い
く

自
立
支
援
介
護
の
実
施
は

Q

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
連
携

な
ど
︑既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
︒申
請

内
容
と
内
部
業
務
の
連
携
が
課
題

で
は
あ
り
ま
す
が
︑子
育
て
世
代
な

ど
が
わ
ざ
わ
ざ
市
役
所
に
来
所
す

る
必
要
が
な
い
よ
う
︑オ
ン
ラ
イ
ン

で
手
続
き
が
完
結
で
き
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

岩出 和也が
問います！

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

A
市
長
の
方
針
は

Q
　
次
の﹃
３
つ
の
レ
ス
﹄で
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
︒

①
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ス
＝
50
以
上
の

　
手
続
き
を
電
子
申
請
化
し
︑

　
L
O
G
O
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
︒

②
タ
イ
ム
レ
ス
＝
窓
口
で
の
証
明

　
書
発
行
15
％
削
減
を
目
指
し
︑ 

　
証
明
書
自
動
交
付
機
を
導
入
︒

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
＝
５
つ
以
上 

　
の
支
払
い
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　
化
し
電
子
申
請
と
連
携︵
令
和
６

　
年
度
予
定
︶︒

A
市
の
計
画
と
は

Q
　
市
民
健
康
課
で
は
子
育
て
世
代

が
多
く
︑ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用

率
が
高
い
た
め
︑L
O
G
O
フ
ォ
ー

ム
か
ら
の
受
付
は
︑ほ
ぼ
全
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
申
込
み
を
し
て
い
る

状
況
で
す
︒今
後
は
︑母
子
手
帳
交

付
の
来
所
予
約
や
健
診
︑助
成
申

請
︑病
児
・
病
後
児
保
育
や
一
時
保

育
の
利
用
登
録
︑育
児
休
業
延
長
の

証
明
書
発
行
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

く
予
定
で
す
︒
ま
た
︑
面
談
は

Z
o
o
m
な
ど
の
ビ
デ
オ
通
話
機

能
で
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
︒留
守
家
庭
児
童
教
室
で
は
︑

入
室
時
に
必
要
な
就
労
証
明
書
な

ど
の
画
像
を
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
添

付
す
る
方
法
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

３
月
末
に
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
専
用
ペ
ー
ジ

の
新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

A
各
課
の
推
進
予
定
は

Q

　
本
市
が
地
域
防
災
計
画
に
指
定

す
る
緊
急
輸
送
道
路
は
︑病
院
な
ど

の
医
療
拠
点
や
指
定
避
難
所
︑備
蓄

倉
庫
な
ど
の
防
災
拠
点
を
連
絡
す

る
目
的
で
指
定
し
て
お
り
︑現
時
点

で
見
直
し
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　
今
後
︑道
路
網
や
医
療
拠
点
︑防

災
拠
点
な
ど
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
︑必
要
に
応
じ
て
緊
急
輸
送
道

路
の
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

　
し
か
し
︑能
登
半
島
地
震
で
は
︑

道
路
寸
断
に
よ
る
避
難
所
へ
の
物

資
輸
送
の
難
航
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
︒

　
市
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て

は
︑緊
急
輸
送
道
路
は
災
害
発
生
後

３
日
目
ま
で
に
通
行
確
保
︑災
害
発

生
後
28
日
目
ま
で
に
応
急
復
旧
完
了

を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑災

害
時
に
は
関
係
機
関
と
連
携
し
︑道

路
上
の
障
害
物
を
除
去
す
る
な
ど
︑

最
優
先
で
緊
急
輸
送
道
路
の
通
行
確

保
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
学
校
で
の
受
入
れ
対
応
に
つ
き

ま
し
て
は
︑対
象
児
童
生
徒
の
在
籍

す
る
学
校
に﹁
校
内
医
療
的
ケ
ア
委

員
会
﹂を
設
置
し
︑医
療
的
ケ
ア
の

内
容
︑緊
急
時
の
対
応
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
︑主
治
医
︑学

校
医
︑学
校
看
護
師
︑保
護
者
と
連

携
を
図
り
︑全
職
員
共
通
理
解
の
も

と
医
療
的
ケ
ア︵
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

等
︶が
実
施
で
き
る
よ
う
に
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
︒学
校
の
全
職

員
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児

童
が
安
全
安
心

な
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

池村 真一郎が
問います！

緊
急
輸
送
道
路

１
型
糖
尿
病
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援

A

A

見
直
し
を
行
う
予
定
は

Q

学
校
で
の
受
入
れ
対
応
は

Q
　
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
研
究
さ

れ
て
い
る
市
内
の
大
学
に
委
託
し
︑

昨
年
11
月
か
ら
全
５
回
を
１
コ
ー

ス
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
︒受
講

生
ほ
ぼ
全
員
が
毎
回
受
講
さ
れ
て

お
り
︑﹁
継
続
し
て
実
施
し
て
ほ
し

い
﹂と
い
っ
た
声
が
多
く
︑今
年
度

は
︑令
和
５
年
度
と
同
様
に
全
５
回

を
１
コ
ー
ス
と
し
２
コ
ー
ス
に
増

や
す
予
定
で
す
︒

A

認
知
症
予
防﹁
脳
活
教
室
﹂

の
実
施
状
況
は

Q

　
更
な
る
子
育
て
世
代
へ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
策
に
つ
い
て
は
︑拡

充
後
の
支
援
制
度
の
活
用
状
況
や

子
育
て
世
代
の
住
宅
取
得
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
︑今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A
子
育
て
世
代
が
住
居
を

手
に
入
れ
や
す
く
す
る
た
め

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
す
る
支
援
は
で
き
な
い
か

Q

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
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昨
年
の
状
況
同
様
に
︑待
機
児
童
は

ゼ
ロ
で
︑今
後
も
ゼ
ロ
の
見
込
み
で
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

林 裕之が
問います！

子
育
て
支
援
策

道
の
駅
の
目
的
外
使
用
料

A
保
育
園
の
待
機
児
童
の
状
況
は

Q
　
昨
年
度
︑別
々
の
保
育
園
に
通
園

し
た
事
例
は
６
組
あ
り
ま
す
︒４
月

に
は
４
組
は
同
じ
保
育
園
に
入
園
す

る
こ
と
が
で
き
︑今
年
度
に
別
々
に

通
園
す
る
ケ
ー
ス
は
２
組
あ
り
ま
す
︒

A
兄
弟
姉
妹
で
市
内
別
々
の

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
事
例
は

Q
　
今
年
度
か
ら
︑同
時
入
所
に
限
ら

ず
第
２
子
以
降
の
未
満
児
保
育
料

を
無
償
と
し
ま
す
︒岐
阜
県
内
で
も

２
市
町
し
か
対
応
し
て
お
ら
ず
︑先

進
的
な
取
組
で
す
︒

A
未
満
児
保
育
の
無
償
化
は

Q
　
公
立
保
育
園
10
園
の
状
況
は
︑園

児
の
定
員
９
６
０
人
に
対
し
在
園
児

数
は
５
４
２
人
で
あ
り
︑園
児
の
入

所
率
は
56
・
５
％
で
あ
り
ま
す
︒　
　

　
こ
れ
に
対
し
保
育
士
職
員
数
は
︑

正
職
員
58
人
︑会
計
年
度
任
用
職
員

87
人
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

A
公
立
保
育
園
の
保
育
士
の

配
置
人
数
は

Q

　
令
和
４
年
２
月
か
ら
月
額
９
千

円
の
調
整
額
の
導
入
と
︑令
和
４
年

４
月
か
ら
は
大
卒
初
任
給
を
一
般

事
務
職
員
と
同
額
へ
の
引
き
上
げ

を
実
施
︒Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
る
事
務
の
効
率
化
や
︑令
和
５
年

度
は
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
等

で
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
︒

A
保
育
士
の
負
担
軽
減
と

処
遇
改
善
策
は

Q
　
コ
ロ
ナ
明
け
で
も
赤
字
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
︒

A
道
の
駅
ラ
ス
テ
ン
ほ
ら
ど
・

む
げ
川
の
経
営
状
況
は

Q
　
現
在
︑各
道
の
駅
と
そ
の
他
の
観

光
施
設
は
別
々
の
算
定
基
準
と
な
っ

て
い
る
た
め
︑他
市
の
使
用
料
徴
収

条
例
を
参
考
に
統
一
基
準
を
設
け
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A
道
の
駅
の
目
的
外
使
用
料
の

算
定
基
準
を
統
一
す
る
の
か

Q

　
希
望
に
添
え
な
か
っ
た
人
数
は
︑

富
岡
保
育
園
で
14
人
︑西
部
保
育
園

で
３
人
︑安
桜
保
育
園
で
11
人
で
す
︒

A
未
満
児
保
育
の
状
況
は

Q

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

長瀬 敦久が
問います！

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

認
知
症
予
防

空
き
家
の
活
用

　
西
・
東
ウ
イ
ン
グ
で
は
︑事
業
所

お
よ
び
ヘ
ル
パ
ー
の
数
︑距
離
的
な

課
題
︑利
用
者
が
少
な
く
︑点
在
し

て
い
る
な
ど
の
現
状
や
︑事
業
者
と

し
て
は
効
率
性
の
悪
さ
な
ど
の
理

由
に
よ
っ
て
︑サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て
地
域
差
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
︒

A
訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
の

地
域
差
は

Q
　﹁
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
﹂

を
市
内
の
大
学
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
︒今
年
度
受
講
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
︑19
人
の
う
ち
３
人

か
ら﹁
今
後
介
護
関
係
の
職
場
へ
の

就
職
に
つ
い
て
考
え
た
い
﹂と
の
回

答
を
得
ま
し
た
︒

A
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
確
保
に

向
け
て
の
支
援
は

Q
　
国
は
︑利
用
者
の
自
立
を
促
す
た

め
の
自
立
支
援
を
行
っ
た
事
業
所

が
算
定
で
き
る﹁
介
護
報
酬
加
算
﹂

を
創
設
し
ま
し
た
︒本
市
で
一
番
多

く
算
定
さ
れ
て
い
る
の
は﹁
科
学
的

介
護
推
進
体
制
加
算
﹂で
す
︒市
と

し
て
は
︑広
く
周
知
し
自
立
支
援
介

護
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
︒

A
﹁
お
世
話
を
す
る
﹂こ
と
か
ら

﹁
治
す
﹂こ
と
へ
変
え
て
い
く

自
立
支
援
介
護
の
実
施
は

Q

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
連
携

な
ど
︑既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
︒申
請

内
容
と
内
部
業
務
の
連
携
が
課
題

で
は
あ
り
ま
す
が
︑子
育
て
世
代
な

ど
が
わ
ざ
わ
ざ
市
役
所
に
来
所
す

る
必
要
が
な
い
よ
う
︑オ
ン
ラ
イ
ン

で
手
続
き
が
完
結
で
き
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

岩出 和也が
問います！

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

A
市
長
の
方
針
は

Q
　
次
の﹃
３
つ
の
レ
ス
﹄で
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
︒

①
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ス
＝
50
以
上
の

　
手
続
き
を
電
子
申
請
化
し
︑

　
L
O
G
O
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
︒

②
タ
イ
ム
レ
ス
＝
窓
口
で
の
証
明

　
書
発
行
15
％
削
減
を
目
指
し
︑ 

　
証
明
書
自
動
交
付
機
を
導
入
︒

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
＝
５
つ
以
上 

　
の
支
払
い
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　
化
し
電
子
申
請
と
連
携︵
令
和
６

　
年
度
予
定
︶︒

A
市
の
計
画
と
は

Q
　
市
民
健
康
課
で
は
子
育
て
世
代

が
多
く
︑ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用

率
が
高
い
た
め
︑L
O
G
O
フ
ォ
ー

ム
か
ら
の
受
付
は
︑ほ
ぼ
全
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
申
込
み
を
し
て
い
る

状
況
で
す
︒今
後
は
︑母
子
手
帳
交

付
の
来
所
予
約
や
健
診
︑助
成
申

請
︑病
児
・
病
後
児
保
育
や
一
時
保

育
の
利
用
登
録
︑育
児
休
業
延
長
の

証
明
書
発
行
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

く
予
定
で
す
︒
ま
た
︑
面
談
は

Z
o
o
m
な
ど
の
ビ
デ
オ
通
話
機

能
で
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
︒留
守
家
庭
児
童
教
室
で
は
︑

入
室
時
に
必
要
な
就
労
証
明
書
な

ど
の
画
像
を
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
添

付
す
る
方
法
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

３
月
末
に
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
専
用
ペ
ー
ジ

の
新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

A
各
課
の
推
進
予
定
は

Q

　
本
市
が
地
域
防
災
計
画
に
指
定

す
る
緊
急
輸
送
道
路
は
︑病
院
な
ど

の
医
療
拠
点
や
指
定
避
難
所
︑備
蓄

倉
庫
な
ど
の
防
災
拠
点
を
連
絡
す

る
目
的
で
指
定
し
て
お
り
︑現
時
点

で
見
直
し
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　
今
後
︑道
路
網
や
医
療
拠
点
︑防

災
拠
点
な
ど
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
︑必
要
に
応
じ
て
緊
急
輸
送
道

路
の
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

　
し
か
し
︑能
登
半
島
地
震
で
は
︑

道
路
寸
断
に
よ
る
避
難
所
へ
の
物

資
輸
送
の
難
航
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
︒

　
市
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て

は
︑緊
急
輸
送
道
路
は
災
害
発
生
後

３
日
目
ま
で
に
通
行
確
保
︑災
害
発

生
後
28
日
目
ま
で
に
応
急
復
旧
完
了

を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑災

害
時
に
は
関
係
機
関
と
連
携
し
︑道

路
上
の
障
害
物
を
除
去
す
る
な
ど
︑

最
優
先
で
緊
急
輸
送
道
路
の
通
行
確

保
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
学
校
で
の
受
入
れ
対
応
に
つ
き

ま
し
て
は
︑対
象
児
童
生
徒
の
在
籍

す
る
学
校
に﹁
校
内
医
療
的
ケ
ア
委

員
会
﹂を
設
置
し
︑医
療
的
ケ
ア
の

内
容
︑緊
急
時
の
対
応
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
︑主
治
医
︑学

校
医
︑学
校
看
護
師
︑保
護
者
と
連

携
を
図
り
︑全
職
員
共
通
理
解
の
も

と
医
療
的
ケ
ア︵
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

等
︶が
実
施
で
き
る
よ
う
に
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
︒学
校
の
全
職

員
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児

童
が
安
全
安
心

な
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

池村 真一郎が
問います！

緊
急
輸
送
道
路

１
型
糖
尿
病
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援

A

A

見
直
し
を
行
う
予
定
は

Q

学
校
で
の
受
入
れ
対
応
は

Q
　
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
研
究
さ

れ
て
い
る
市
内
の
大
学
に
委
託
し
︑

昨
年
11
月
か
ら
全
５
回
を
１
コ
ー

ス
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
︒受
講

生
ほ
ぼ
全
員
が
毎
回
受
講
さ
れ
て

お
り
︑﹁
継
続
し
て
実
施
し
て
ほ
し

い
﹂と
い
っ
た
声
が
多
く
︑今
年
度

は
︑令
和
５
年
度
と
同
様
に
全
５
回

を
１
コ
ー
ス
と
し
２
コ
ー
ス
に
増

や
す
予
定
で
す
︒

A

認
知
症
予
防﹁
脳
活
教
室
﹂

の
実
施
状
況
は

Q

　
更
な
る
子
育
て
世
代
へ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
策
に
つ
い
て
は
︑拡

充
後
の
支
援
制
度
の
活
用
状
況
や

子
育
て
世
代
の
住
宅
取
得
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
︑今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A
子
育
て
世
代
が
住
居
を

手
に
入
れ
や
す
く
す
る
た
め

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
す
る
支
援
は
で
き
な
い
か

Q

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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長
期
に
わ
た
る
避
難
所
と
し
て

の
必
要
性
が
生
じ
た
時
︑通
常
保
育

に
支
障
を
来
た
す
と
考
え
ら
れ
ま

す
︒ま
た
︑ト
イ
レ
等
の
設
備
が
成

人
利
用
に
適
さ
な
い
た
め
︑予
備
避

難
所
に
位
置
づ
け
ま
し
た
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

石原 教雅が
問います！

福
祉
避
難
所
個
別
避
難
計
画

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
の
運
用

A
最
近
︑保
育
園
が
福
祉
避
難
所

か
ら
削
除
さ
れ
た
理
由
は

Q

　
設
置
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
た

結
果
︑予
算
化
を
決
め
ま
し
た
︒

A Q

　
福
祉
事
業
の
種
別
ご
と
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
は
通

常
業
務
だ
け
で
は
な
く
災
害
時
に

お
い
て
も
有
効
に
機
能
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
︒現
在
︑障
が
い

者
︑障
が
い
児
の
分
野
に
お
い
て
︑

入
所
︑通
所
︑訪
問
︑相
談
支
援
事
業

所
を
も
含
め
た
施
設
か
ら
な
る
︑

﹁
障
が
い
福
祉
事
業
連
絡
会
﹂と
い

う
有
志
に
よ
る
会
が
あ
り
ま
す
が
︑

今
年
度
か
ら
は
︑市
と
社
協
も
加

わ
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

A
種
別
ご
と
の
民
間
福
祉
事
業
所

と
行
政
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
は
︑通
常
・
災
害
時
に
有
効

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
︑見
解
は

Q
民
間
福
祉
事
業
所
と
の
災
害

協
定
の
考
え
は
︒ま
た
︑日
常

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ

い
て
は
個
別
避
難
計
画
作
成

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
︑見
解
は

Q
　
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
協
定
は
︑

入
所
施
設
だ
け
で
は
な
く
︑通
所
施

A

設
や
民
間
の
事
業
者
な
ど
多
く
の

選
択
肢
を
持
っ
て
検
討
し
︑確
保
し

て
い
き
ま
す
︒ま
た
︑協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
︑避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
時
に
利

点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
︒

　
市
で
は
個
人
情
報
を
含
む
情
報

資
産
や
業
務
で
取
り
扱
う
情
報
機

器
の
管
理
︑情
報
流
出
等
の
事
故
の

防
止
な
ど
に
つ
い
て
︑職
員
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
︑業
務
を
遂
行
す
る

よ
う﹁
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
基
本
方
針
及
び
対
策
基
準
等
﹂を

策
定
し
て
い
ま
す
︒令
和
５
年
度
は

管
理
職
お
よ
び
情
報
推
進
担
当
者

を
対
象
に
情
報
資
産
の
適
切
な
取

扱
い
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
︑

さ
ら
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含

む
全
職
員
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
︑情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ

い
て
周
知
を
し
て
い
ま
す
︒

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は﹁
特
定
個
人
情

報
﹂に
当
た
り
︑厳
格
な
運
用
が
求

め
ら
れ
ま
す
︒

　
雇
用
関
係
な
ど
の
あ
る
人
か
ら

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
に
つ
い
て
︑

郵
送
に
よ
る
際
に
簡
易
書
留
な
ど

と
す
る
か
は
︑今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

武藤 記子が
問います！

個
人
情
報
流
出
防
止
策

関
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

A

A

庁
内
に
お
け
る
個
人
情
報
の

管
理
の
共
通
認
識
は

Q
　
市
で
は
附
属
機
関
の
委
員
報
酬

や
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
の
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務
や
社
会

保
険
の
事
務
手
続
き
等
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
こ
と
か

ら
︑事
務
の
正
確
性
の
た
め
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
︒

A
市
民
に
対
し
て
個
人
情
報
を

求
め
る
場
合
の
取
扱
い
は

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

個
人
情
報
の
郵
送
の
手
続
き
は

Q

　
平
成
28
年
７
月
に
開
設
し
︑今
年

の
７
月
で
８
年
が
経
過
し
ま
す
︒市

と
し
て
は
10
年
を
一
区
切
り
と
し
て

今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

時
期
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒今
年
度

は
10
周
年
に
向
け
た
基
礎
固
め
と

し
て
相
談
品
質
の
向
上
︑利
用
者
満

足
度
の
向
上
︑新
し
い
取
組
へ
の
挑

戦
を
掲
げ
て
い
ま
す
︒

A
８
年
間
の
成
果
と
今
後
の
方
針
は

Q

　
浸
水
対
策
重
点
地
域
緊
急
事
業

は
︑河
川
の
氾
濫
に
よ
り
深
刻
な
影

響
が
生
じ
た
地
域
に
お
い
て
再
度

災
害
の
防
止
等
を
図
る
目
的
と
し
︑

国
に
お
い
て
令
和
元
年
度
に
新
た

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
︒津
保
川

は
平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
に
お
い

て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
︑こ
の
被
害
に
よ
る
事
業
計
画

が
令
和
元
年
度
に
国
に
登
録
さ
れ
︑

県
が
令
和
５
年
ま
で
の
５
年
間
で

約
48
億
円
の
事
業
費
を
投
じ
て
工

事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

工
事
内
容
に
つ
い
て
は
︑河
道
堀

削
︑堤
防
整
備
︑護
岸
整
備
︑小
那
比

川
と
の
合
流
点
是
正
な
ど
で
す
︒改

修
後
の
効
果
に
つ
い
て
は
︑ま
だ
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

り
ま
す
が
︑令
和
５
年
８
月
の
台
風

第
７
号
に
伴
う
大
雨
に
お
い
て
工

事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
下

之
保
地
区
に
お
い
て
は
︑約
60
セ

ン
チ
の
水
位
低
下
の
効
果
が
み
ら

れ
︑家
屋
な
ど
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
は
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
︑第
５
類
に
移
行

し
た
昨
年
は
︑以
前
よ
り
観
光
客
が

増
加
し
ま
し
た
︒昨
年
度
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
ま
す
と

来
訪
の
き
っ
か
け
は
︑口
コ
ミ
や
雑

誌
︑テ
レ
ビ
︑ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
あ
り
︑旅
行
先
を
決
め
る

手
段
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
︒今
後
は
刃
物
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
︑刃
物
文

化
だ
け
で
は
な
く
︑食
文
化
や
高
速

道
路
が
充
実
し
て
い
る
利
点
も
生

か
し
た
訪
れ
や
す
い
自
然
豊
か
な

ま
ち
を
訴
求
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

長尾 一郎が
問います！

津
保
川
浸
水
対
策
事
業 

観
光
振
興
策

A

A

改
修
の
概
要
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

Q

観
光
客
数
の
推
移
は

Q

　
全
国
的
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
保
育
施
設
が
増
え
て

い
る
状
況
な
の
で
︑今
後
︑保
護
者

が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
も
︑公
立
保
育
園
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

川合 治義が
問います！

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

 

ジ
ビ
エ
の
利
活
用

 

介
護
給
付
費
準
備
基
金

A

　
今
後
︑よ
り
一
層
介
護
保
険
事
業

の
財
源
確
保
が
厳
し
く
な
る
見
込

み
の
中
で
︑準
備
基
金
を
取
り
崩
し

て
行
う
新
た
な
事
業
展
開
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
︒準
備
基
金
の
活
用

に
つ
い
て
は
︑将
来
の
介
護
保
険
事

業
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
︑今
後
も
有
効
的
に
運
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A

関
市
立
保
育
園
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
予
定
は

Q
　
本
市
で
は
ジ
ビ
エ
の
有
効
活
用

を
促
進
す
る
た
め
に
︑今
年
度
か
ら

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
で
解
体
し

た
個
体
に
対
し
︑解
体
費
用
に
係
る

支
援
を
行
う
こ
と
で
︑安
定
し
た
施

設
運
営
と
休
業
し
て
い
る
施
設
の

再
開
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒

　
加
え
て
︑現
在
ジ
ビ
エ
解
体
処
理

施
設
が
な
い
西
ウ
イ
ン
グ
に
は
︑新

規
参
入
者
の
発
掘
︑国
の
補
助
事
業

な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
ジ
ビ
エ

解
体
処
理
施
設
の
設
置
を
進
め
て
い

き
ま
す
︒
ま
た
令
和
４
年
度
よ
り

学
校
給
食
で
シ
カ
肉
を
利
用
し
た

料
理
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑今

後
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な

ど
更
な
る
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
獣
害
対
策
で

ジ
ビ
エ
利
活
用
の
考
え
は

Q

多
額
な
基
金
を
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
の
充
実
に
充
て
る
考
え
は

Q
関
高
・
桜
中
・
桜
小
の
代
表
者

に
よ
る
弥
生
町
地
下
道
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
要
望
の
予
算
化

は
︑一
昨
年
度
︑市
長
査
定
に

よ
り
補
助
金
事
業
と
し
て
実

施
す
べ
き
と
の
判
断
か
ら
削

除
さ
れ
ま
し
た
︒今
年
度
︑改

め
て
市
事
業
と
し
て
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
が
︑対
象
基
準

を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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長
期
に
わ
た
る
避
難
所
と
し
て

の
必
要
性
が
生
じ
た
時
︑通
常
保
育

に
支
障
を
来
た
す
と
考
え
ら
れ
ま

す
︒ま
た
︑ト
イ
レ
等
の
設
備
が
成

人
利
用
に
適
さ
な
い
た
め
︑予
備
避

難
所
に
位
置
づ
け
ま
し
た
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

石原 教雅が
問います！

福
祉
避
難
所
個
別
避
難
計
画

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
の
運
用

A
最
近
︑保
育
園
が
福
祉
避
難
所

か
ら
削
除
さ
れ
た
理
由
は

Q

　
設
置
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
た

結
果
︑予
算
化
を
決
め
ま
し
た
︒

A Q

　
福
祉
事
業
の
種
別
ご
と
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
は
通

常
業
務
だ
け
で
は
な
く
災
害
時
に

お
い
て
も
有
効
に
機
能
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
︒現
在
︑障
が
い

者
︑障
が
い
児
の
分
野
に
お
い
て
︑

入
所
︑通
所
︑訪
問
︑相
談
支
援
事
業

所
を
も
含
め
た
施
設
か
ら
な
る
︑

﹁
障
が
い
福
祉
事
業
連
絡
会
﹂と
い

う
有
志
に
よ
る
会
が
あ
り
ま
す
が
︑

今
年
度
か
ら
は
︑市
と
社
協
も
加

わ
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

A
種
別
ご
と
の
民
間
福
祉
事
業
所

と
行
政
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
は
︑通
常
・
災
害
時
に
有
効

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
︑見
解
は

Q
民
間
福
祉
事
業
所
と
の
災
害

協
定
の
考
え
は
︒ま
た
︑日
常

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ

い
て
は
個
別
避
難
計
画
作
成

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
︑見
解
は

Q
　
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
協
定
は
︑

入
所
施
設
だ
け
で
は
な
く
︑通
所
施

A

設
や
民
間
の
事
業
者
な
ど
多
く
の

選
択
肢
を
持
っ
て
検
討
し
︑確
保
し

て
い
き
ま
す
︒ま
た
︑協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
︑避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
時
に
利

点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
︒

　
市
で
は
個
人
情
報
を
含
む
情
報

資
産
や
業
務
で
取
り
扱
う
情
報
機

器
の
管
理
︑情
報
流
出
等
の
事
故
の

防
止
な
ど
に
つ
い
て
︑職
員
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
︑業
務
を
遂
行
す
る

よ
う﹁
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
基
本
方
針
及
び
対
策
基
準
等
﹂を

策
定
し
て
い
ま
す
︒令
和
５
年
度
は

管
理
職
お
よ
び
情
報
推
進
担
当
者

を
対
象
に
情
報
資
産
の
適
切
な
取

扱
い
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
︑

さ
ら
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含

む
全
職
員
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
︑情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ

い
て
周
知
を
し
て
い
ま
す
︒

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は﹁
特
定
個
人
情

報
﹂に
当
た
り
︑厳
格
な
運
用
が
求

め
ら
れ
ま
す
︒

　
雇
用
関
係
な
ど
の
あ
る
人
か
ら

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
に
つ
い
て
︑

郵
送
に
よ
る
際
に
簡
易
書
留
な
ど

と
す
る
か
は
︑今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

武藤 記子が
問います！

個
人
情
報
流
出
防
止
策

関
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

A

A

庁
内
に
お
け
る
個
人
情
報
の

管
理
の
共
通
認
識
は

Q
　
市
で
は
附
属
機
関
の
委
員
報
酬

や
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
の
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務
や
社
会

保
険
の
事
務
手
続
き
等
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
こ
と
か

ら
︑事
務
の
正
確
性
の
た
め
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
︒

A
市
民
に
対
し
て
個
人
情
報
を

求
め
る
場
合
の
取
扱
い
は

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

個
人
情
報
の
郵
送
の
手
続
き
は

Q

　
平
成
28
年
７
月
に
開
設
し
︑今
年

の
７
月
で
８
年
が
経
過
し
ま
す
︒市

と
し
て
は
10
年
を
一
区
切
り
と
し
て

今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

時
期
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒今
年
度

は
10
周
年
に
向
け
た
基
礎
固
め
と

し
て
相
談
品
質
の
向
上
︑利
用
者
満

足
度
の
向
上
︑新
し
い
取
組
へ
の
挑

戦
を
掲
げ
て
い
ま
す
︒

A
８
年
間
の
成
果
と
今
後
の
方
針
は

Q

　
浸
水
対
策
重
点
地
域
緊
急
事
業

は
︑河
川
の
氾
濫
に
よ
り
深
刻
な
影

響
が
生
じ
た
地
域
に
お
い
て
再
度

災
害
の
防
止
等
を
図
る
目
的
と
し
︑

国
に
お
い
て
令
和
元
年
度
に
新
た

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
︒津
保
川

は
平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
に
お
い

て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
︑こ
の
被
害
に
よ
る
事
業
計
画

が
令
和
元
年
度
に
国
に
登
録
さ
れ
︑

県
が
令
和
５
年
ま
で
の
５
年
間
で

約
48
億
円
の
事
業
費
を
投
じ
て
工

事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

工
事
内
容
に
つ
い
て
は
︑河
道
堀

削
︑堤
防
整
備
︑護
岸
整
備
︑小
那
比

川
と
の
合
流
点
是
正
な
ど
で
す
︒改

修
後
の
効
果
に
つ
い
て
は
︑ま
だ
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

り
ま
す
が
︑令
和
５
年
８
月
の
台
風

第
７
号
に
伴
う
大
雨
に
お
い
て
工

事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
下

之
保
地
区
に
お
い
て
は
︑約
60
セ

ン
チ
の
水
位
低
下
の
効
果
が
み
ら

れ
︑家
屋
な
ど
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
は
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
︑第
５
類
に
移
行

し
た
昨
年
は
︑以
前
よ
り
観
光
客
が

増
加
し
ま
し
た
︒昨
年
度
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
ま
す
と

来
訪
の
き
っ
か
け
は
︑口
コ
ミ
や
雑

誌
︑テ
レ
ビ
︑ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
あ
り
︑旅
行
先
を
決
め
る

手
段
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
︒今
後
は
刃
物
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
︑刃
物
文

化
だ
け
で
は
な
く
︑食
文
化
や
高
速

道
路
が
充
実
し
て
い
る
利
点
も
生

か
し
た
訪
れ
や
す
い
自
然
豊
か
な

ま
ち
を
訴
求
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

長尾 一郎が
問います！

津
保
川
浸
水
対
策
事
業 

観
光
振
興
策

A

A

改
修
の
概
要
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

Q

観
光
客
数
の
推
移
は

Q

　
全
国
的
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
保
育
施
設
が
増
え
て

い
る
状
況
な
の
で
︑今
後
︑保
護
者

が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
も
︑公
立
保
育
園
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

川合 治義が
問います！

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

 

ジ
ビ
エ
の
利
活
用

 

介
護
給
付
費
準
備
基
金

A

　
今
後
︑よ
り
一
層
介
護
保
険
事
業

の
財
源
確
保
が
厳
し
く
な
る
見
込

み
の
中
で
︑準
備
基
金
を
取
り
崩
し

て
行
う
新
た
な
事
業
展
開
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
︒準
備
基
金
の
活
用

に
つ
い
て
は
︑将
来
の
介
護
保
険
事

業
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
︑今
後
も
有
効
的
に
運
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A

関
市
立
保
育
園
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
予
定
は

Q
　
本
市
で
は
ジ
ビ
エ
の
有
効
活
用

を
促
進
す
る
た
め
に
︑今
年
度
か
ら

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
で
解
体
し

た
個
体
に
対
し
︑解
体
費
用
に
係
る

支
援
を
行
う
こ
と
で
︑安
定
し
た
施

設
運
営
と
休
業
し
て
い
る
施
設
の

再
開
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒

　
加
え
て
︑現
在
ジ
ビ
エ
解
体
処
理

施
設
が
な
い
西
ウ
イ
ン
グ
に
は
︑新

規
参
入
者
の
発
掘
︑国
の
補
助
事
業

な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
ジ
ビ
エ

解
体
処
理
施
設
の
設
置
を
進
め
て
い

き
ま
す
︒
ま
た
令
和
４
年
度
よ
り

学
校
給
食
で
シ
カ
肉
を
利
用
し
た

料
理
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑今

後
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な

ど
更
な
る
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
獣
害
対
策
で

ジ
ビ
エ
利
活
用
の
考
え
は

Q

多
額
な
基
金
を
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
の
充
実
に
充
て
る
考
え
は

Q
関
高
・
桜
中
・
桜
小
の
代
表
者

に
よ
る
弥
生
町
地
下
道
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
要
望
の
予
算
化

は
︑一
昨
年
度
︑市
長
査
定
に

よ
り
補
助
金
事
業
と
し
て
実

施
す
べ
き
と
の
判
断
か
ら
削

除
さ
れ
ま
し
た
︒今
年
度
︑改

め
て
市
事
業
と
し
て
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
が
︑対
象
基
準

を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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令
和
８
年
度
以
降
︑部
活
動
の
土

日
祝
日
の
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
な

ど
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
︒今
後
は
市
が
認
可
す
る
ク
ラ
ブ

と
し
て
登
録
す
る
制
度
を
新
設
し
︑

そ
の
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
︒

現
在
は
方
向
性
な
ど
の
決
ま
っ
た

団
体
か
ら
運
営
に
関
わ
る
準
備
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

安達 克也が
問います！

部
活
動
の
地
域
移
行

市
の
災
害
対
策

自
治
体
D
X
の
推
進

A
進
捗
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Q
　
本
市
に
お
い
て
は
震
度
７
程
度

の
地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
︒今

後
強
化
す
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る

も
の
が
︑建
物
の
耐
震
化
︑そ
し
て

長
期
に
わ
た
る
避
難
所
の
環
境
整

備
で
す
︒ま
た
︑本
市
は
地
形
上
︑迂

回
機
能
の
強
化
︑土
砂
崩
落
対
策
な

ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
︒そ
の
他
︑能
登
半
島
地
震
の
被

災
状
況
を
踏
ま
え
︑不
足
し
て
い
る

対
策
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
︒

A
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て

本
市
の
考
え
方
は

Q
今
年
度
︑特
に
力
を
入
れ
た
い

取
組
は

Q

　
本
市
で
は
人
的
支
援
と
し
て

41

人︵
令
和
６
年
２
月
末
現
在
︶の
職

員
を
被
災
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑氷
見
市
へ
給
水
活
動
ほ
か
︑

企
業
か
ら
無
償
で
提
供
を
受
け
た

飲
料
水
︑本
市
が
備
蓄
す
る
飲
料
水

を
届
け
ま
し
た
︒そ
の
他
︑義
援
金

の
受
付
︑募
金
箱
の
設
置
等
を
行
っ

て
い
ま
す
︒

A
　
今
年
度
は
︑オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

拡
大
を
図
り
︑様
々
な
行
政
手
続
き

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
可
能
に

な
り
ま
す
︒ま
た
︑オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
か
ら
手
数
料
の
決
済
ま
で
完
結

す
る
仕
組
み
を
構
築
し
︑住
民
票
や

税
の
証
明
書
な
ど
の
交
付
申
請
を

可
能
な
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援

こ
れ
ま
で
の
支
援
内
容
は

Q

　
人
口
減
少
等
に
よ
り
水
道
使
用
量

が
減
少
し
ま
す
が
︑値
上
げ
の
増
収

で
黒
字
に
な
り
ま
す
︒一
般
会
計
か

ら
の
基
準
外
繰
入
金
は
減
額
に
な
り

ま
す
︒今
年
度
の
老
朽
管
更
新
率

は
0
・
7
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒

　
令
和
５
年
度
ま
で
に
54
億
円
余
の

地
域
商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
が
︑

商
品
券
の
波
及
効
果
を
目
に
見
え
る

数
値
で
証
明
で
き
ず
︑地
域
経
済
を
押

し
上
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
い
と
推
察

し
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

水
道
事
業
に
一
般
財
源
投
入
を

地
域
商
品
券
の
効
果
は

学
校
規
模
適
正
化
の
答
申
公
表
を

A

A

水
道
事
業
の
新
年
度
予
算
で

老
朽
管
更
新
等
は
ど
う
な
り

ま
す
か

Q
　
一
概
に
基
準
外
繰
入
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
︑必
要
と
な

る
基
準
外
繰
入
金
に
つ
い
て
は
財

政
当
局
と
事
前
調
整
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
で
す
︒

A
老
朽
管
更
新
の
見
通
し
が
立

た
な
い
の
だ
か
ら
一
般
財
源

の
投
入
を

Q
　
一
人
１
万
円
の
商
品
券
給
付
を

料
金
値
上
げ
と
物
価
高
騰
の
対
策

と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
一
般
財
源
投
入
で

料
金
値
上
げ
の
中
止
を

Q

地
域
商
品
券
に
よ
る

地
域
経
済
押
し
上
げ
効
果
を

数
値
で
示
せ
ま
す
か

Q
　
答
申
は
地
域
の
反
響
が
大
き
い

と
思
う
の
で
公
表
し
ま
せ
ん
で
し

た
︒答
申
を
踏
ま
え
た
計
画
案
と
同

時
に
公
表
し
︑パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
︒

A
１
月
15
日
に
出
た
審
議
会
答
申
を

た
だ
ち
に
公
表
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か

Q

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー︵
令
和
６
年
度
よ
り﹁
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂︶ひ
だ
ま
り
の
助

産
師
や
保
健
師
で
相
談
対
応
し
て

い
ま
す
︒令
和
４
年
度
か
ら
は
不
妊

治
療
が
保
険
適
用
と
な
り
︑治
療
を

受
け
や
す
く
な
っ
た
一
方
︑市
の
助

成
を
活
用
す
る
人
が
減
り
︑実
態
が

把
握
し
づ
ら
く
な
り
ま
し
た
︒今
ま

で
以
上
に
医
療
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
︒

　
令
和
６
年
３
月
現
在
︑部
員
数
は

旭
ヶ
丘
中
10
人
︑下
有
知
中
５
人
︑武

芸
川
中
８
人
︒そ
れ
ぞ
れ
部
活
動
指

導
員
と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

村井 芙美加が
問います！

不
妊
・
不
育
に
悩
む
女
性
へ
の
支
援

市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

地
域
移
行

A

A

不
妊
・
不
育
に
関
す
る

相
談
体
制
は

Q
　
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た﹁
不
妊

治
療
と
仕
事
と
の
両
立
サ
ポ
ー
ト

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂の
活
用
を
促
し
て

い
ま
す
︒現
在
企
業
へ
の
奨
励
金
の

支
給
等
の
支
援
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
︑ま
ず
は
市
内
企
業
の
取
組
状

況
の
把
握
か
ら
始
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
︒

A
不
妊
治
療
の
通
院
等
の
た
め
︑

離
職
す
る
女
性
は
約
23
％
︒

仕
事
と
不
妊
治
療
を
両
立
す
る

た
め
の
新
た
な
支
援
は
︒

支
援
に
取
り
組
む
企
業
に
奨
励

金
を
支
給
し
て
は

Q

現
状
は

Q
　
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
を
視
野

に
入
れ
︑各
団
体
と
相
談
し
検
討
し

ま
す
︒

A
部
員
数
減
少
が
著
し
く
︑現
状
は

吹
奏
楽
団
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
な
い
︒楽
器
の
管
理
や
練
習

時
間
の
確
保
︑今
︑吹
奏
楽
部
の

な
い
中
学
校
生
徒
へ
の
機
会
提
供

の
観
点
か
ら
も
︑吹
奏
楽
部
の
合
同

チ
ー
ム
編
成
と
地
域
移
行
を
早
急

に
進
め
る
べ
き
で
は

Q

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

大
学
等
の
卒
業
者
の
働
き
場

に
つ
い
て

　﹁
関
市
景
気
動
向
・
求
人
状
況
調

査
﹂に
回
答
い
た
だ
い
た
2
2
2
事

業
所
に
よ
る
と
︑令
和
４
年
４
月
に

新
規
大
卒
者
を
採
用
し
た
企
業
は

25
社
で
︑採
用
数
は
91
人
と
な
っ
て

い
ま
す
︒ま
た
︑学
生
が
就
職
で
重

視
す
る
の
は
︑安
心
し
て
働
け
る
環

境
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
︒今
年
度
の
予

算
に﹁
職
場
環
境
整
備
費
補
助
金
﹂

を
計
上
し
︑事
業
所
に
よ
る
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を

助
成
し
て
い
き
ま
す
︒

A

　
現
在
︑協
議
体
は
設
置
で
き
て
い

ま
せ
ん
︒生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
市
全
体
と
し
て
２
人
設
置

し
て
お
り
ま
す
が
︑各
小
地
域
に

は
︑ま
だ
設
置
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
︒今
後
は
︑協
議
体
の
役
割
︑具
体

的
な
活
動
内
容
︑目
標
︑評
価
指
標

等
︑市
と
し
て
の
方
針
を
明
確
に
し

て
︑ま
ず
は
モ
デ
ル
地
域
を
選
定

し
︑早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
︒

A Q
地
域
の
中
で
︑予
防
︑治
療
︑

ケ
ア
を
包
括
的
に
提
供
す

る
こ
と
で
地
域
の
高
齢
者

等
の
生
活
や
健
康
を
守
っ

て
い
く
取
組
で
あ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
︑大

変
重
要
で
す
︒法
整
備
か
ら

8
年
が
経
過
す
る
中
で
︑生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

協
議
体
お
よ
び
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設

置
状
況
と
今
後
の
方
針
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Q
関
高
校
の
生
徒
の
調
査
に

よ
る
と
︑地
元
で
働
く
こ
と

を
選
択
肢
に
入
れ
る
高
校

生
が
41
％
と
な
っ
た
一
方
で
︑

市
内
で
大
卒
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
働
き
場
が
不
足

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
︒市

内
企
業
の
大
卒
者
の
求
人

状
況
と
方
針
を
教
え
て
く

だ
さ
い

猿渡 　樹が
問います！

北村 　幸が
問います！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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令
和
８
年
度
以
降
︑部
活
動
の
土

日
祝
日
の
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
な

ど
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
︒今
後
は
市
が
認
可
す
る
ク
ラ
ブ

と
し
て
登
録
す
る
制
度
を
新
設
し
︑

そ
の
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
︒

現
在
は
方
向
性
な
ど
の
決
ま
っ
た

団
体
か
ら
運
営
に
関
わ
る
準
備
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

安達 克也が
問います！

部
活
動
の
地
域
移
行

市
の
災
害
対
策

自
治
体
D
X
の
推
進

A
進
捗
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Q
　
本
市
に
お
い
て
は
震
度
７
程
度

の
地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
︒今

後
強
化
す
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る

も
の
が
︑建
物
の
耐
震
化
︑そ
し
て

長
期
に
わ
た
る
避
難
所
の
環
境
整

備
で
す
︒ま
た
︑本
市
は
地
形
上
︑迂

回
機
能
の
強
化
︑土
砂
崩
落
対
策
な

ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
︒そ
の
他
︑能
登
半
島
地
震
の
被

災
状
況
を
踏
ま
え
︑不
足
し
て
い
る

対
策
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
︒

A
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て

本
市
の
考
え
方
は

Q
今
年
度
︑特
に
力
を
入
れ
た
い

取
組
は

Q

　
本
市
で
は
人
的
支
援
と
し
て

41

人︵
令
和
６
年
２
月
末
現
在
︶の
職

員
を
被
災
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑氷
見
市
へ
給
水
活
動
ほ
か
︑

企
業
か
ら
無
償
で
提
供
を
受
け
た

飲
料
水
︑本
市
が
備
蓄
す
る
飲
料
水

を
届
け
ま
し
た
︒そ
の
他
︑義
援
金

の
受
付
︑募
金
箱
の
設
置
等
を
行
っ

て
い
ま
す
︒

A
　
今
年
度
は
︑オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

拡
大
を
図
り
︑様
々
な
行
政
手
続
き

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
可
能
に

な
り
ま
す
︒ま
た
︑オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
か
ら
手
数
料
の
決
済
ま
で
完
結

す
る
仕
組
み
を
構
築
し
︑住
民
票
や

税
の
証
明
書
な
ど
の
交
付
申
請
を

可
能
な
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援

こ
れ
ま
で
の
支
援
内
容
は

Q

　
人
口
減
少
等
に
よ
り
水
道
使
用
量

が
減
少
し
ま
す
が
︑値
上
げ
の
増
収

で
黒
字
に
な
り
ま
す
︒一
般
会
計
か

ら
の
基
準
外
繰
入
金
は
減
額
に
な
り

ま
す
︒今
年
度
の
老
朽
管
更
新
率

は
0
・
7
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒

　
令
和
５
年
度
ま
で
に
54
億
円
余
の

地
域
商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
が
︑

商
品
券
の
波
及
効
果
を
目
に
見
え
る

数
値
で
証
明
で
き
ず
︑地
域
経
済
を
押

し
上
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
い
と
推
察

し
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

水
道
事
業
に
一
般
財
源
投
入
を

地
域
商
品
券
の
効
果
は

学
校
規
模
適
正
化
の
答
申
公
表
を

A

A

水
道
事
業
の
新
年
度
予
算
で

老
朽
管
更
新
等
は
ど
う
な
り

ま
す
か

Q
　
一
概
に
基
準
外
繰
入
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
︑必
要
と
な

る
基
準
外
繰
入
金
に
つ
い
て
は
財

政
当
局
と
事
前
調
整
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
で
す
︒

A
老
朽
管
更
新
の
見
通
し
が
立

た
な
い
の
だ
か
ら
一
般
財
源

の
投
入
を

Q
　
一
人
１
万
円
の
商
品
券
給
付
を

料
金
値
上
げ
と
物
価
高
騰
の
対
策

と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
一
般
財
源
投
入
で

料
金
値
上
げ
の
中
止
を

Q

地
域
商
品
券
に
よ
る

地
域
経
済
押
し
上
げ
効
果
を

数
値
で
示
せ
ま
す
か

Q
　
答
申
は
地
域
の
反
響
が
大
き
い

と
思
う
の
で
公
表
し
ま
せ
ん
で
し

た
︒答
申
を
踏
ま
え
た
計
画
案
と
同

時
に
公
表
し
︑パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
︒

A
１
月
15
日
に
出
た
審
議
会
答
申
を

た
だ
ち
に
公
表
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か

Q

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー︵
令
和
６
年
度
よ
り﹁
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂︶ひ
だ
ま
り
の
助

産
師
や
保
健
師
で
相
談
対
応
し
て

い
ま
す
︒令
和
４
年
度
か
ら
は
不
妊

治
療
が
保
険
適
用
と
な
り
︑治
療
を

受
け
や
す
く
な
っ
た
一
方
︑市
の
助

成
を
活
用
す
る
人
が
減
り
︑実
態
が

把
握
し
づ
ら
く
な
り
ま
し
た
︒今
ま

で
以
上
に
医
療
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
︒

　
令
和
６
年
３
月
現
在
︑部
員
数
は

旭
ヶ
丘
中
10
人
︑下
有
知
中
５
人
︑武

芸
川
中
８
人
︒そ
れ
ぞ
れ
部
活
動
指

導
員
と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

村井 芙美加が
問います！

不
妊
・
不
育
に
悩
む
女
性
へ
の
支
援

市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

地
域
移
行

A

A

不
妊
・
不
育
に
関
す
る

相
談
体
制
は

Q
　
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た﹁
不
妊

治
療
と
仕
事
と
の
両
立
サ
ポ
ー
ト

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂の
活
用
を
促
し
て

い
ま
す
︒現
在
企
業
へ
の
奨
励
金
の

支
給
等
の
支
援
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
︑ま
ず
は
市
内
企
業
の
取
組
状

況
の
把
握
か
ら
始
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
︒

A
不
妊
治
療
の
通
院
等
の
た
め
︑

離
職
す
る
女
性
は
約
23
％
︒

仕
事
と
不
妊
治
療
を
両
立
す
る

た
め
の
新
た
な
支
援
は
︒

支
援
に
取
り
組
む
企
業
に
奨
励

金
を
支
給
し
て
は

Q

現
状
は

Q
　
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
を
視
野

に
入
れ
︑各
団
体
と
相
談
し
検
討
し

ま
す
︒

A
部
員
数
減
少
が
著
し
く
︑現
状
は

吹
奏
楽
団
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
な
い
︒楽
器
の
管
理
や
練
習

時
間
の
確
保
︑今
︑吹
奏
楽
部
の

な
い
中
学
校
生
徒
へ
の
機
会
提
供

の
観
点
か
ら
も
︑吹
奏
楽
部
の
合
同

チ
ー
ム
編
成
と
地
域
移
行
を
早
急

に
進
め
る
べ
き
で
は

Q

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

大
学
等
の
卒
業
者
の
働
き
場

に
つ
い
て

　﹁
関
市
景
気
動
向
・
求
人
状
況
調

査
﹂に
回
答
い
た
だ
い
た
2
2
2
事

業
所
に
よ
る
と
︑令
和
４
年
４
月
に

新
規
大
卒
者
を
採
用
し
た
企
業
は

25
社
で
︑採
用
数
は
91
人
と
な
っ
て

い
ま
す
︒ま
た
︑学
生
が
就
職
で
重

視
す
る
の
は
︑安
心
し
て
働
け
る
環

境
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
︒今
年
度
の
予

算
に﹁
職
場
環
境
整
備
費
補
助
金
﹂

を
計
上
し
︑事
業
所
に
よ
る
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を

助
成
し
て
い
き
ま
す
︒

A

　
現
在
︑協
議
体
は
設
置
で
き
て
い

ま
せ
ん
︒生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
市
全
体
と
し
て
２
人
設
置

し
て
お
り
ま
す
が
︑各
小
地
域
に

は
︑ま
だ
設
置
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
︒今
後
は
︑協
議
体
の
役
割
︑具
体

的
な
活
動
内
容
︑目
標
︑評
価
指
標

等
︑市
と
し
て
の
方
針
を
明
確
に
し

て
︑ま
ず
は
モ
デ
ル
地
域
を
選
定

し
︑早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
︒

A Q
地
域
の
中
で
︑予
防
︑治
療
︑

ケ
ア
を
包
括
的
に
提
供
す

る
こ
と
で
地
域
の
高
齢
者

等
の
生
活
や
健
康
を
守
っ

て
い
く
取
組
で
あ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
︑大

変
重
要
で
す
︒法
整
備
か
ら

8
年
が
経
過
す
る
中
で
︑生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

協
議
体
お
よ
び
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設

置
状
況
と
今
後
の
方
針
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Q
関
高
校
の
生
徒
の
調
査
に

よ
る
と
︑地
元
で
働
く
こ
と

を
選
択
肢
に
入
れ
る
高
校

生
が
41
％
と
な
っ
た
一
方
で
︑

市
内
で
大
卒
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
働
き
場
が
不
足

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
︒市

内
企
業
の
大
卒
者
の
求
人

状
況
と
方
針
を
教
え
て
く

だ
さ
い

猿渡 　樹が
問います！

北村 　幸が
問います！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

21



　
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
︑市
内

の
孤
立
予
想
地
域
は
全
体
で
91
か
所

有
り
︑影
響
を
受
け
る
世
帯
数
は
４

０
３
６
世
帯
で
︑洞
戸
・
板
取
・
武
芸

川
・
武
儀
・
上
之
保
・
富
野
地
域
と
な

り
ま
す
︒

　
孤
立
集
落
へ
の
対
策
は
︑通
信
手

段
の
確
保
︑非
常
食
等
の
備
蓄
︑救

助
資
機
材
の
配
備
で
す
︒

　
地
域
住
民
へ
は
︑災
害
の
リ
ス
ク

と
し
て
︑孤
立
す
る
可
能
性
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
︑個
人
備
蓄
の
充

実
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

市川 　也が
問います！

防
災
・
減
災
対
策

A
災
害
時
の
孤
立
集
落
対
策
は

Q
　
能
登
半
島
地
震
で
は
︑避
難
所
の

ト
イ
レ
不
足
と
不
衛
生
な
環
境
が

深
刻
な
問
題
と
な
り
︑移
動
型
の
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
が
被
災
地
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
本
市
は
︑広
域
的
な
保
管
・
運
用

を
求
め
て
︑県
に
対
し
て
配
備
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
︒今
年
度
︑県
が

導
入
し
ま
す
の
で
︑そ
の
運
用
方
法

を
注
視
し
︑調
査
・
研
究
し
て
い
き

ま
す
︒

A
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入

の
考
え
は

Q
通
電
火
災
へ
の
対
策
は

Q

　
令
和
５
年
は
人
身
事
故
件
数
１

８
６
件
︑死
者
数
７
人
︑負
傷
者
数

２
２
５
人
で
︑近
年
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
︒

　
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
︑警

察
︑道
路
管
理
者
︑市
が
合
同
で
事

故
現
場
の
点
検
と
改
善
を
す
る
た

め
の
対
策
を
そ
の
都
度
実
施
し
て

い
ま
す
︒

A

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
は
︑本

市
の
防
災
資
機
材
整
備
事
業
補
助

金
の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
︒

　
今
後
は
︑こ
の
事
業
が
活
用
で
き

る
こ
と
を
市
民
へ
周
知
し
て
い
き

ま
す
︒

A

交
通
安
全
対
策

交
通
事
故
の
対
策
は

Q
　
市
民
に
と
っ
て
交
通
安
全
に
関

す
る
相
談
窓
口
が
分
か
り
づ
ら
い

点
に
つ
い
て
は
︑各
課
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
︒

A
仮
称﹁
交
通
安
全
対
策
室
﹂

設
置
の
考
え
は

Q

　
昨
年
12
月
の
検
査
結
果
は
23
ナ

ノ
グ
ラ
ム
と
︑国
が
示
す
暫
定
目
標

値︵
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
︶よ
り
下
回
っ
て

い
る
の
で
︑送
水
可
能
と
判
断
し
て

い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
の
発
行
に
つ
い
て

P
F
A
S
汚
染
水
に
つ
い
て

　
今
後
の
介
護
給
付
費
の
増
加
を

見
据
え
︑第
１
号
被
保
険
者
の
間
で

の
所
得
再
分
配
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
で
低
所
得
者
の
保
険
料
の
上

昇
の
抑
制
を
図
る
と
い
う
国
の
方

針
の
も
と
︑本
市
で
は
︑国
が
示
す

13
段
階
を
14
段
階
に
す
る
こ
と
で
実

態
に
即
し
た
保
険
料
に
し
ま
し
た
︒

A

A

保
険
料
率
を
９
段
階
か
ら

14
段
階
に
変
更
し
た
の
は

適
切
か

Q
　
政
府
は
本
年
12
月
に
従
来
の
保

険
証
の
発
行
は
取
り
や
め
る
と
し

て
い
ま
す
︒８
月
に
更
新
す
る
被
保

険
者
証
は
︑翌
年
の
７
月
31
日
を
有

効
期
限
と
す
る
予
定
で
す
︒12
月
２

日
以
後
に
︑マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
の

人
た
ち
は﹁
資
格
確
認
証
﹂を
交
付

す
る
予
定
で
す
︒

A
従
来
の
紙
の
保
険
証
廃
止
で

ど
う
な
る
の
か

Q

白
金
水
源
地
が
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
が
︑調
査
は

Q
　
白
金
水
源
地
の
給
水
人
口
は
約

２
万
６
千
人
と
な
っ
て
い
る
︒

P
F
A
S
は
長
距
離
移
動
性
と
い

う
特
徴
が
あ
り
︑発
生
源
や
原
因
を

特
定
す
る
の
は
困
難
と
考
え
ま
す
︒

A
原
因
調
査
は
で
き
な
い
の
か

Q
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
︑不
登
校
対

策
事
業
の
充
実
は
︑最
も
重
要
な
取

組
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒Ｌ
教

室
設
置
校
を
３
校
か
ら
４
校
に
増

や
し
︑よ
り
細
か
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
︒ま
た
︑不
登
校
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る﹁
教
育

相
談
﹂の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
︒﹁
心
の
相
談
員
﹂を
全
て
の
学
校

に
配
置
し
ま
す
︒さ
ら
に
︑出
張
ふ

れ
あ
い
教
室
を
開
設
し
て
︑少
し
で

も
多
く
の
児
童
生
徒
が
活
動
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

栗山 守が
問います！

地
震
災
害
か
ら
命
を
守
る
取
組

学
校
教
育
夢
プ
ラ
ン

A

Q
　
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
の

建
物
に
対
す
る
支
援
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
︑今
回
の
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
建
物
倒
壊
の
検
証
を
受

け
て
︑国
に
よ
る
耐
震
基
準
の
見
直

し
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
の
で
︑今

後
︑そ
れ
ら
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A

今
年
度
重
点
的
に
取
り
組
む

内
容
は

Q

校
内
フ
リ
ー
教
室︵
Ｌ
教
室
︶

の
評
価
は

Q

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

幅 永典が
問います！

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

　
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
検
討

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
︒今
年
度
は
︑

市
と
し
て
計
画
し
て
い
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
行
事
に﹁
合
併
20
周
年
記
念
﹂

と
い
う
冠
を
つ
け
る
こ
と
と
し
︑市

民
を
は
じ
め
広
く
市
内
外
に
認
知

を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒ま
た
︑合
併
20
周
年
を
迎
え

る
と
と
も
に
︑新
市
建
設
計
画
の
期

間
が
終
了
す
る
た
め
︑一
つ
の
区
切

り
と
し
て
︑人
口
や
高
齢
化
率
の
推

移
︑事
務
事
業
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
︑新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
主

要
事
業
の
実
施
状

況
︑公
共
施
設
等
の

状
況
︑合
併
の
効
果

な
ど
を
検
証
し
︑報

告
書
に
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

A

Q
　
本
市
で
は
死
産
届
が
提
出
さ
れ
た

際
は
︑冊
子﹁
流
産
・
死
産
・
新
生
児
死

亡
で
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
ご
両

親
へ
﹂を
配
布
し
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
令
和
６
年
度
よ
り﹁
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
﹂︶ひ
だ
ま
り
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
︑同
意
が
得
ら
れ
た
場
合

は
︑電
話
で
連
絡
を
取
り
︑家
族
へ
の

支
援
の
入
り
口
に
し
て
い
ま
す
︒同

時
に
岐
阜
県
主
催
の
グ
リ
カ
フ
ェ
と

い
う
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
人
の

サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
集
い
に
つ

い
て
︑同
じ
経
験
を
し
た
か
ら
話
せ

る
場
所
で
あ
り
︑専
門
職
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
も
受
け
ら
れ
る
機
会
と
し
て

案
内
を
し
て
い
ま
す
︒今
後
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
窓
口
等
を
掲

載
し
周
知
し
て
い
き
ま
す
︒周
産
期

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
社
会
に
広
く
認
識

さ
れ
︑必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

環
境
を
整
え
ま
す
︒

A
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た
家

族
へ
の
支
援
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

Q
記
念
事
業
や
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
の
検
討
は
さ
れ
て

い
る
か

平
成
28
年
熊
本
地
震
︑令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
昭
和
56
年
６
月
か
ら

平
成
12
年
５
月
ま
で
の
間

に
建
て
ら
れ
た
新
耐
震

基
準
に
適
合
し
た
木
造
住

宅
で
あ
っ
て
も
多
く
の
住

宅
が
倒
壊
し
た
こ
と
を
受

け
て
︑こ
の
期
間
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
を
耐
震
診
断

の
対
象
に
加
え
る
こ
と
は

　
Ｌ
教
室
入
級
者
数
は
３
校
合

わ
せ
て
42
人
で
す
︒
う
ち
22
人
が

50
％
以
上
の
出
席
率
で
︑そ
の
う
ち

９
人
が
出
席
率
85
％
以
上
で
欠
席

が
30
日
未
満
と
な
り
不
登
校
が
解

消
さ
れ
る
見
込
み
で
す
︒ま
た
︑

42
人
中
13
人
の
出
席
率
が
伸
び
て

い
て
︑う
ち
10
人
は
年
間
百
日
以

上
欠
席
し
た
生
徒
で
し
た
︒こ
の

こ
と
か
ら
︑多
く
の
生
徒
の
登
校

日
数
が
増
え
︑特
に
長
期
不
登
校

だ
っ
た
生
徒
に
も
一
定
の
効
果
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

A

小森 敬　が
問います！

　
合
併
20
周
年
・

　
　市
制
施
行
75
周
年
を
控
え
て

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

22



　
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
︑市
内

の
孤
立
予
想
地
域
は
全
体
で
91
か
所

有
り
︑影
響
を
受
け
る
世
帯
数
は
４

０
３
６
世
帯
で
︑洞
戸
・
板
取
・
武
芸

川
・
武
儀
・
上
之
保
・
富
野
地
域
と
な

り
ま
す
︒

　
孤
立
集
落
へ
の
対
策
は
︑通
信
手

段
の
確
保
︑非
常
食
等
の
備
蓄
︑救

助
資
機
材
の
配
備
で
す
︒

　
地
域
住
民
へ
は
︑災
害
の
リ
ス
ク

と
し
て
︑孤
立
す
る
可
能
性
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
︑個
人
備
蓄
の
充

実
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

市川 　也が
問います！

防
災
・
減
災
対
策

A
災
害
時
の
孤
立
集
落
対
策
は

Q
　
能
登
半
島
地
震
で
は
︑避
難
所
の

ト
イ
レ
不
足
と
不
衛
生
な
環
境
が

深
刻
な
問
題
と
な
り
︑移
動
型
の
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
が
被
災
地
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
本
市
は
︑広
域
的
な
保
管
・
運
用

を
求
め
て
︑県
に
対
し
て
配
備
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
︒今
年
度
︑県
が

導
入
し
ま
す
の
で
︑そ
の
運
用
方
法

を
注
視
し
︑調
査
・
研
究
し
て
い
き

ま
す
︒

A
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入

の
考
え
は

Q
通
電
火
災
へ
の
対
策
は

Q

　
令
和
５
年
は
人
身
事
故
件
数
１

８
６
件
︑死
者
数
７
人
︑負
傷
者
数

２
２
５
人
で
︑近
年
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
︒

　
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
︑警

察
︑道
路
管
理
者
︑市
が
合
同
で
事

故
現
場
の
点
検
と
改
善
を
す
る
た

め
の
対
策
を
そ
の
都
度
実
施
し
て

い
ま
す
︒

A

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
は
︑本

市
の
防
災
資
機
材
整
備
事
業
補
助

金
の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
︒

　
今
後
は
︑こ
の
事
業
が
活
用
で
き

る
こ
と
を
市
民
へ
周
知
し
て
い
き

ま
す
︒

A

交
通
安
全
対
策

交
通
事
故
の
対
策
は

Q
　
市
民
に
と
っ
て
交
通
安
全
に
関

す
る
相
談
窓
口
が
分
か
り
づ
ら
い

点
に
つ
い
て
は
︑各
課
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
︒

A
仮
称﹁
交
通
安
全
対
策
室
﹂

設
置
の
考
え
は

Q

　
昨
年
12
月
の
検
査
結
果
は
23
ナ

ノ
グ
ラ
ム
と
︑国
が
示
す
暫
定
目
標

値︵
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
︶よ
り
下
回
っ
て

い
る
の
で
︑送
水
可
能
と
判
断
し
て

い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
の
発
行
に
つ
い
て

P
F
A
S
汚
染
水
に
つ
い
て

　
今
後
の
介
護
給
付
費
の
増
加
を

見
据
え
︑第
１
号
被
保
険
者
の
間
で

の
所
得
再
分
配
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
で
低
所
得
者
の
保
険
料
の
上

昇
の
抑
制
を
図
る
と
い
う
国
の
方

針
の
も
と
︑本
市
で
は
︑国
が
示
す

13
段
階
を
14
段
階
に
す
る
こ
と
で
実

態
に
即
し
た
保
険
料
に
し
ま
し
た
︒

A

A

保
険
料
率
を
９
段
階
か
ら

14
段
階
に
変
更
し
た
の
は

適
切
か

Q
　
政
府
は
本
年
12
月
に
従
来
の
保

険
証
の
発
行
は
取
り
や
め
る
と
し

て
い
ま
す
︒８
月
に
更
新
す
る
被
保

険
者
証
は
︑翌
年
の
７
月
31
日
を
有

効
期
限
と
す
る
予
定
で
す
︒12
月
２

日
以
後
に
︑マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
の

人
た
ち
は﹁
資
格
確
認
証
﹂を
交
付

す
る
予
定
で
す
︒

A
従
来
の
紙
の
保
険
証
廃
止
で

ど
う
な
る
の
か

Q

白
金
水
源
地
が
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
が
︑調
査
は

Q
　
白
金
水
源
地
の
給
水
人
口
は
約

２
万
６
千
人
と
な
っ
て
い
る
︒

P
F
A
S
は
長
距
離
移
動
性
と
い

う
特
徴
が
あ
り
︑発
生
源
や
原
因
を

特
定
す
る
の
は
困
難
と
考
え
ま
す
︒

A
原
因
調
査
は
で
き
な
い
の
か

Q
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
︑不
登
校
対

策
事
業
の
充
実
は
︑最
も
重
要
な
取

組
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒Ｌ
教

室
設
置
校
を
３
校
か
ら
４
校
に
増

や
し
︑よ
り
細
か
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
︒ま
た
︑不
登
校
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る﹁
教
育

相
談
﹂の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
︒﹁
心
の
相
談
員
﹂を
全
て
の
学
校

に
配
置
し
ま
す
︒さ
ら
に
︑出
張
ふ

れ
あ
い
教
室
を
開
設
し
て
︑少
し
で

も
多
く
の
児
童
生
徒
が
活
動
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

栗山 守が
問います！

地
震
災
害
か
ら
命
を
守
る
取
組

学
校
教
育
夢
プ
ラ
ン

A

Q
　
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
の

建
物
に
対
す
る
支
援
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
︑今
回
の
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
建
物
倒
壊
の
検
証
を
受

け
て
︑国
に
よ
る
耐
震
基
準
の
見
直

し
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
の
で
︑今

後
︑そ
れ
ら
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A

今
年
度
重
点
的
に
取
り
組
む

内
容
は

Q

校
内
フ
リ
ー
教
室︵
Ｌ
教
室
︶

の
評
価
は

Q

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

幅 永典が
問います！

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

　
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
検
討

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
︒今
年
度
は
︑

市
と
し
て
計
画
し
て
い
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
行
事
に﹁
合
併
20
周
年
記
念
﹂

と
い
う
冠
を
つ
け
る
こ
と
と
し
︑市

民
を
は
じ
め
広
く
市
内
外
に
認
知

を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒ま
た
︑合
併
20
周
年
を
迎
え

る
と
と
も
に
︑新
市
建
設
計
画
の
期

間
が
終
了
す
る
た
め
︑一
つ
の
区
切

り
と
し
て
︑人
口
や
高
齢
化
率
の
推

移
︑事
務
事
業
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
︑新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
主

要
事
業
の
実
施
状

況
︑公
共
施
設
等
の

状
況
︑合
併
の
効
果

な
ど
を
検
証
し
︑報

告
書
に
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

A

Q
　
本
市
で
は
死
産
届
が
提
出
さ
れ
た

際
は
︑冊
子﹁
流
産
・
死
産
・
新
生
児
死

亡
で
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
ご
両

親
へ
﹂を
配
布
し
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
令
和
６
年
度
よ
り﹁
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
﹂︶ひ
だ
ま
り
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
︑同
意
が
得
ら
れ
た
場
合

は
︑電
話
で
連
絡
を
取
り
︑家
族
へ
の

支
援
の
入
り
口
に
し
て
い
ま
す
︒同

時
に
岐
阜
県
主
催
の
グ
リ
カ
フ
ェ
と

い
う
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
人
の

サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
集
い
に
つ

い
て
︑同
じ
経
験
を
し
た
か
ら
話
せ

る
場
所
で
あ
り
︑専
門
職
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
も
受
け
ら
れ
る
機
会
と
し
て

案
内
を
し
て
い
ま
す
︒今
後
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
窓
口
等
を
掲

載
し
周
知
し
て
い
き
ま
す
︒周
産
期

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
社
会
に
広
く
認
識

さ
れ
︑必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

環
境
を
整
え
ま
す
︒

A
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た
家

族
へ
の
支
援
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

Q
記
念
事
業
や
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
の
検
討
は
さ
れ
て

い
る
か

平
成
28
年
熊
本
地
震
︑令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
昭
和
56
年
６
月
か
ら

平
成
12
年
５
月
ま
で
の
間

に
建
て
ら
れ
た
新
耐
震

基
準
に
適
合
し
た
木
造
住

宅
で
あ
っ
て
も
多
く
の
住

宅
が
倒
壊
し
た
こ
と
を
受

け
て
︑こ
の
期
間
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
を
耐
震
診
断

の
対
象
に
加
え
る
こ
と
は

　
Ｌ
教
室
入
級
者
数
は
３
校
合

わ
せ
て
42
人
で
す
︒
う
ち
22
人
が

50
％
以
上
の
出
席
率
で
︑そ
の
う
ち

９
人
が
出
席
率
85
％
以
上
で
欠
席

が
30
日
未
満
と
な
り
不
登
校
が
解

消
さ
れ
る
見
込
み
で
す
︒ま
た
︑

42
人
中
13
人
の
出
席
率
が
伸
び
て

い
て
︑う
ち
10
人
は
年
間
百
日
以

上
欠
席
し
た
生
徒
で
し
た
︒こ
の

こ
と
か
ら
︑多
く
の
生
徒
の
登
校

日
数
が
増
え
︑特
に
長
期
不
登
校

だ
っ
た
生
徒
に
も
一
定
の
効
果
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

A

小森 敬　が
問います！

　
合
併
20
周
年
・

　
　市
制
施
行
75
周
年
を
控
え
て

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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議会だよりの表紙写真を
募集しています！

関市あるあ
る！

関市で撮った素敵な景色や笑顔の
写真をご提供ください！

①お名前　②写真の説明
を添えて送ってくださいね。

　市議会がどんな役割を果たしているのか、市民の皆さんに
もっとわかりやすく伝えたい―そんな願いを込めて「関市議会
だより」の準備をすすめ、創刊を迎えました。皆さんの市政へ
の関心とご意見が、よりよい議会をつくる力になります。その
きっかけとなる「議会だより」をめざして議員一同力を合わ
せ努力していきたいと思います。

　どの世代の人にも手に取って
もらえるように、トレンドを入れ
すぎず親しみやすいデザインに
しました。それと、議会で話し
合われた内容が分かりやすく
伝わるよう、文字の大きさやシン
プルな構成を心がけています。
　議会だよりを作っていると、
議員の皆さんがどんな活動をして
いるかを知ることができるので楽
しいです。ぜひたくさんの人に読
んでもらいたいと思っています。

次回の第２回定例会は

日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会ホームページへ

午前１０時開会
６月４日（火）〜

撮影:國光トモマサさん

　初稿をいただいたときに、議員
のラフ画でギカイちゃんを見
つけました（笑）。髪型を関市
のかたちにしたり、目や虫眼
鏡に議会のGをこっそり入れて
みたり……。そういう遊び心が隠
れたデザインが好きなので、読
者の皆さんにも楽しんでもらえ
たらうれしいです。

議会だよりのこだわりは？ 「ギカイちゃん」
　誕生秘話を教えて！

関市議会だより デザイナー

佐 藤  仁 美 さん

No.2
独り暮らしのお守り

作：ミワナギーサリー(中１)

本紙「関市議会だより」を素敵にデザインしてくれた
デザイナーさん。在宅ワークで仕事と育児を両立する
２児のママです！

編 集 後 記

準備号はこちらから
ご覧いただけます

緊急通報システムのご相談は、
高齢福祉課窓口へ！

関*ギカイちゃん

よろしく
おねがいします

→

PHOTO


